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巻 頭 言

　「学識ある実業家」の養成を理念とする
商学部では、外国語を重視してきた。商
学部に奉職することになり、恩師の教育
学部英語英文学科、東後勝明教授にご挨
拶に伺うと、「商学部は早稲田の実用英語
の中心だ。頑張りなさい。」と励ましのお言
葉を頂いた。『早稲田大学商学部百年史』、
第2部、部門別学問発達史に「実用英語」
の項がある。商学部では創設以来、実用
英語教育を重視し、特に書く英語に力を
入れてきたことがわかる。日本人が英語
を書く際にまず必要な道具は和英辞典と
コロケーション（連語：語と語のつながり）
辞典であろう。商学部の初期英語教育を
担い、日本を代表する英語学者であり英
作文の大家でもあった武信由太郎（1863-
1930）と勝俣銓吉郎（1872-1959）は、こ
れらの辞書の発展にも多大な貢献をした。
　武信は1905（明治 38）年、早稲田大
学教授となり、「商業文（英文）」等を教え
た。彼の最大の業績は『武信和英大辞典』

（1918、大正7）である。雑誌で和文英訳

の添削、大学で英作文の授業を担当して
いた武信は、既存の和英辞典に満足して
いなかった。そこで、2,500ページを超え
る「当時ほとんど唯一の信頼できる和英辞
典」（羽柴1968）をほぼ独力で完成させた。
長年の英字新聞記者としての経験、日本
人の弱点を熟知した教師としての経験を踏
まえ、新語、慣用表現、俗語、新造語、
専門用語、翻訳語を大胆に取り入れ、旧
来の枠組みを超える和英辞典を作った。
伊藤（1975）は、「正しい日本の姿を世界
に紹介すること、日本の主張を世界に理
解させることがこの啓蒙家の畢生の事業
であったのである。また後世が彼の事業
を受けつぎ、世界の中に日本が地歩をか
ち取ることが出来るような国際コミュニケ
ーションの能力を備えることを切に希望し
た」と論じている。そして、これを実現す
るために『ジャパン・タイムズ』、英文年鑑

『ジャパン・イヤーブック』を創刊して世界
に日本を紹介し、国内では雑誌『英語青
年』（上級、勝俣と創刊）、主幹を務めた
雑誌『英語世界』（中級）を通して若者を啓
蒙し、早稲田で直接学生を指導し、締め
括りに日本人の英語での発信に供する斬
新な和英辞典を世に送り出した武信のキ
ャリアは一貫しており、理想があったと評
価している。
　勝俣は、1897（明治30）年、ジャパン・
タイムズに入社し、武信編集長の下、4年
間記者として勤務した。1902（明治35）
年、武信の紹介で早稲田大学商学部に着
任し、1943（昭和18）年の定年まで「英語
商用文」等を教えた。勝俣の最大の功績
は『英和活用大辞典』（1939、昭和14）で
ある。以後益々重要になる日本人の英語
での発信を可能ならしめる辞書作成に当
たっては、枠組みから根本的に変える必
要があった。英語では「他動詞＋名詞」の
連語が極めて重要であると考えていた勝

俣は、名詞に重点を置き、名詞の見出し
語の下に「名詞＋動詞・形容詞・前置詞」、
動詞の下に「動詞＋副詞（句）・前置詞」、
形容詞の下に「形容詞＋副詞・前置詞」の
コロケーションを配する骨格に、自ら収集
した約20万の用例を編成することにより
自身の構想をinnovativeな辞書の形に作
り上げた。この辞書が海外でも知られるよ
うになったのはここ数十年のことだが、「コ
ロケーション」などという概念のなかった時
代に、日本でこのような辞書が生まれて
いたことは驚異の目で見られている。勝俣
は武信の辞書の改訂版『新和英大辞典』

（1954、昭和29）の編者も務めた。1937
（昭和12）年には、日本文化紹介の英文
随筆集Gleams from Japan（『和光集』）
が出版された。そこに収められている“The 
Romance of a Mask-maker”（「肉付きの
面」）を引いて、斎藤（2023）は「実に味わ
いのある物語文」に「度肝を抜かれ」、これ
ぞ英語による「本物の文化発信」と賞賛し
ている。
　武信、勝俣のDNAは今も息づいてい
る。後継辞書、『新和英大辞典』（第5版、
2003）、『新編英和活用大辞典』（1995）

（共に研究社）は、上級者向け携帯型電
子辞書に搭載され、電子の眼で縦横無
尽に検索されるようになった。Academic 
Writing他、授業名は変わったが、商学
部でも、英語教育の伝統、精神は継承さ
れている。2024年度から始まる新カリキ
ュラムでは2年次に英語必修科目が1科目
増設される。

参考文献
伊藤克己．1975．「商学部の英語と三人の英作文
家」『早稲田商学』249号．75－91．
斎藤兆史．2023. 『英語達人列伝II －かくも気高
き、日本人の英語』中公新書．
羽柴正市．1968．「武信『和英』」日本の英学100
年編集部編．『日本の英学100年』大正編．研究社．
234－242．

商学部と英語

商学部入試担当教務主任

山田 茂
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■ ■ ■ ■ ■ 学 部 N e w s

News 2

News 4

ロレアル・ビジネスコンテスト日本大会優勝
2023年 3月30日（木）に、学生ならびに社会人を対象とする世界最大級のビジネスコンテストである

「BRANDSTORM 2023（ブランドストーム）」の日本大会決勝（Japan National Final）がオンラインで行

われ、恩藏直人先生のゼミ生 3名のチーム（OnzoD）が優勝しました。優勝者は、犬塚千笑琉（ちぇる）

さん、木下未久実（みくみ）さん、世耕洸樹さんの3名です。 

OnzoDのアイデア概要と評価された点は、以下のとおりです。 

■ アイデア：「Metagrance－メタグランス」 　10種類のカートリッジで香りをカスタマイズし、メタバース空間でのフレグランス体験を可能にする

デバイスで、フレグランスを使用したメディテーション（瞑想）、バーチャルフレグランスショップ等を提供するサービスを提案。 

■ 評価点： ①実現可能性：フレグランス×メタバースという難しいトピックに対し、既に実在する技術にヒントを得て、実現可能性の高い具体的な

デバイスを提案した点。 ②シャープなコンセプト：フレグランス、メタバース、メンタルケア等、最新のトレンドやトピックに注目して提案に反映した点。 

詳細は、ロレアルHPを参照してください(https://www.loreal.com/ja-jp/japan/）。

 ICU世界チアリーディング選手権大会に日本代表として出場し優勝
商学部 4年生の柿本蒼一郎さんが、2023年 4月19日から4月21日に、アメリカ・フロリダ州ウォル

トディズニーワールドリゾート内で開催された「ICU世界チアリーディング選手権大会」の世界大会に

Coed（16歳以上、男女混合）部門の日本代表として参加、チームはEliteディビジョン参加14か国の中

で見事優勝に輝きました。日本代表がこの部門のEliteディビジョンで優勝するのは初めてのことです。

日本スポーツチア＆ダンス連盟は、将来のオリンピック競技化を見据えた選手の強化・育成を開始

し、その一環として「チーム選抜」ではなく、「個人選抜」による最強の日本代表チームを結成していま

した。Eliteディビジョンでの優勝により日本代表は最上位の階級であるPremierディビジョンへの参

加資格を得ました。柿本さんの挑戦はまだ続きそうです。

2022年度「産研アワード」発表：産業経営研究所所属の11名の研究員が受賞
商学学術院の附置研究所である産業経営研究所から、2022年度「産研アワード」の受賞者が発表され、

2023年5月24日（水）に表彰式が行われました。産業経営研究所は、主に本学の教員が研究員となっており、

海外トップジャーナルへの論文掲載が決定した研究員を対象に、2017年度より「産研アワード」として表彰

を行っています。

2022年度は、商学学術院所属の教員を中心に11名の研究員が受賞いたしました。受賞者は、⽚⼭ 東 

商学部教授、安原 晃 商学部教授、マレン ジョエル 商学部准教授、⼭⼝ 祥司 商学部准教授、尾崎 祐介 

商学部教授、中出 哲 商学部教授、梁取 美夫 商学部教授、星野 明雄 商学部准教授、その他 3名です。

商学部生が「東京都デジタル社会人材育成プログラムアイデアコンテスト」で最優秀賞を受賞
商学部 3年生の鳥⼭蓮さんが東京都デジタル社会人材育成プログラム・アイデアコンテスト最終審査にて、

「UnivSix（ユニバシックス）: 6人1組のコミュニティによって、リアルで会えるような友人を作ることが出来る大

学生専用アプリ」を提案し、最優秀賞を受賞しました。チームの3名には、宮坂学東京都副知事よりトロフィー

が贈呈されました。

UnivSix立案者の鳥⼭さんは筑波技術大学の学生 2名とチームを組み、サービスのプロトタイプを約 4ヶ月か

けて製作・発表しました。①大学生の真の成長には「仲間」を見つけることが欠かせないことをコロナ禍での実

体験を交えて示し、その機会が学年が上がるにつれて非常に限られていく問題を提起したこと。②上記の課題

を解決するためにUnivSixを考案し、他チームを圧倒する完成度の高いプロトタイプを短期間で開発したこと

が非常に高く評価されました。今後は早大生協等と連携して、サービスの開発を継続していく予定です。

東京六大学野球で、商学部生４名が活躍！
東京六大学野球 2023春季リーグ戦で、商学部生の 4名が活躍しました。齋藤正貴さ

ん（4年生、投手）、鹿田泰生さん（3年生、投手）、⼭縣秀さん（3年生、内野手）、前田

健伸さん（2年生、内野手）の 4名です。

早稲田大学野球部員は総勢157名で、うちリーグ戦でベンチに入れるメンバーは 25名

のみです。文武両道に励む4名を讃えますとともに、今後のますますの活躍を期待します。

News 1

News 3

News 5
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右から、2 人目が鳥山さん。
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■ ■ ■ ■ ■ Global Management Program 紹介 ※ 2020 年度以降入学者対象

GMPゼミでのプレゼンテーションとディスカッションの様子

Global Management Program（GMP）に参加しませんか
Global Management Program（GMP）は、商学部の学生を「グローバル・ビジネス・リーダー」に育てる
プログラムです。

今の時代は、地球／世界レベルはもちろん、国内においてもグローバルな知識・経験・能力を持った
リーダーが求められています。地球上のどこにいても、力強く、堂々と、しなやかに生きていく、そし
て自分の周りの世の中に貢献していく、GMPはそんなリーダーを育てたいと考えています。

現在、商学部の3・4年生の108名がGMPに参加して自らを成長させています。

GMPの内容は？
GMPでは、学生たちの資質・能力を高めるため、次のようなプログラムの内容を用意しています。

　GMPゼミは、まさにGMPの学習の中心です。GMPゼミ

には、経営、国際ビジネス、会計、ファイナンス、保険、

経済史・経営史、公共政策のゼミがあります。それぞれの

ゼミでは、国際経験が豊富な教員のアドバイスを受けて、

ビジネス・社会における課題の発見と問題の解決に取り組

みます。そして学生は、このゼミでの学習を通じて、思考

力、分析力、情報収集能力、世界に通用するプレゼンテ

ーション力・ディスカッション力・ライティング力を高める

ことができます。

　商学部の授業の多くは日本語で行われていますが、GMPでは英語で行われるビジネスの授業（GMPコア科目）を5科目履修します。その

際には、皆さんが1，2年生の英語の授業で学んだことが大いに役立つことになります。GMPコア科目を履修すると、ビジネスに関する知

識が英語で頭に入るので、皆さんが卒業後、日本語だけではなく英語でも人と話ができる、仕事ができる、ということにつながります。

1　GMPゼミ

2　GMPコア科目、英語教育

GMP学生の声

　GMPに所属することで得られるものは非常に大きいと日々感じています。GMPゼミやコア科目はディ

スカッションを中心に少人数で行わるため、日本でも留学先と似た環境で授業を受けられるだけではな

く、留学生や他のGMPゼミの学生との交友関係を広げることができます。またコア科目やGMPフォー

ラムは、所属ゼミの学習領域以外の様々な領域について学べることに加え、学生に求められるレベル

も高く、自分の成長を常に実感できる環境が用意されています。

■ エドマンゼミ　

竹中 拓士
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GMPに参加するには？
GMPに少しでも興味がある人は、GMPウエブサイト、GMP Annual Report を見てみてください。

［GMPウエブサイト］ https://www.waseda.jp/fcom/soc/students/gmp

［GMPアニュアルレポート］  https://www.waseda.jp/fcom/soc/assets/uploads/2023/04/ 

6162db62a995e509e406fe77470ab15f.pdf 

　GMPに参加するには、３年生からGMPのゼミに所属することが必要です。GMPのゼミに入り次第、
GMPへ参加している学生となります。ですので、GMPに参加したい人は、GMPゼミに応募してもらえれば

と思います。GMPのゼミは、後の専門ゼミ紹介のページに  のマークがついています。

　GMPには、皆さんを成長させる様々な学習機会（Learning Opportunities）があります。それらはいずれも、単に知的能力を高めるだけで

はなく、皆さんの人間力、リーダシップ力を高める場となります。

3　GMP Learning Opportunities

GMP
ウエブサイト

GMP
アニュアルレポート

1　  GMPフォーラム
　毎月1回、最終週のGMPゼミは、全GMPゼミが一堂に会して合同で行います。これがGMPフォーラムです。そ

こでは、ゼミと学年を越えて、他のGMPゼミの学生・一つ先輩（後輩）の学生と共に学ぶことができます。ゲスト（企

業等）の講師に出されたビジネス課題の解決方法をグループでディスカッションすることもあります。昨年度は、

ゲストとして、Wall Street Journal, EY Japan, 三菱商事に来ていただきました。また、学生自らが設定した課題を

プレゼンテーションすることもあります。昨年度は、GMPのコンセプト、製造過程のサステナビリティ、予算等を

考慮して、グループごとにGMPのTシャツを考案・企画するというGMP T-Shirts Competition を行いました。

2　  学生研究発表会
　GMPの一大イベントです。各GMPゼミの学生が1年間の研究成果を発表する場です。

昨年度は、プレゼンテーションによって研究成果を発表するゼミもあれば、ポスター

セッションで研究成果を発表するゼミもありました。ゲストの方にもお越しいただき、

社会人の眼から各ゼミの研究成果への評価・コメントをいただきました。プレゼンテ

ーション・ポスターセッションで、それぞれ 3つのチームが賞を受賞しました。

3　  GMPキャリアフォーラム
　GMPの学生が将来のキャリアを考える機会として、春学期1回、秋学期1回の年2回行われます。商学部のOB/OG約10

名にお越しいただき、それぞれのキャリアをお話しいただいた後、OB/OGと学生でグループディスカッションを行います。

様々な国・業種・職種で大活躍されているOB/OGから親身になったキャリア・アドバイスが受けられます。

［昨年度のGMP キャリアフォーラムにお越しいただいたOB/OG の勤務先（例）］ 三井物産、伊藤忠商事、マイクロソフト、日本IBM、
PWC、アクセンチュア、JR東日本、電通、三井住友銀行、三菱UFJモルガン・スタンレー証券、野村アセットマネジメント、スイス・リー

4　  海外での学習
　GMPの学びは、早稲田キャンパスだけにとどまりません。グローバルな知識・経験・能力を高めるために、GMPの学生は

海外で世界の学生と共に学びます。

　まず、海外合宿です。今年度は 9月に香港で海外合宿を行い、香港科学技術大学（HKUST）の学生とチームを組んでケースス

タディーに取り組む予定です。また、現地ではグローバル企業を訪問し、世界のビジネスの最前線を体感します。

　 さら に、GMPは 世 界 の 大 学 生 に よる ケ ース スタディー の コン ペティションHKUST 

International Case Competition（HKICC）にも参加しています。HKICCは、毎年世界のトップ大

学15-20校の学生が現実の企業が直面する問題への解決策を考案しプレゼンテーションするも

のです。HKICCに参加するGMPの 4名の学生は、まさに世界大会の場で、知力とコミュニケー

ション力を駆使して、他国の学生としのぎを削ることになります。このHKICCへの参加は、自

らの能力を世界レベルに高めるばかりか、人生においても貴重な経験となることでしょう。

ゼミを越えて：GMPフォーラム
「T-Shirts Competition」の優勝チーム

プレゼンテーション ポスターセッション

コンサル勤務のOBを囲んで

2022年HKICC世界大会
出場チームのメンバー

2023年海外合宿（予定）
香港
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● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

興味のあるゼミの説明会に参加し、ゼミの内容や講義の進め方、研究テーマ等の情報を収集する。
秋説明会は、9月上旬に行われます。

収集した情報を踏まえ、MyWasedaから応募ゼミの情報を入力する。
Webでの「応募ゼミ申請」と併せて、応募書類を提出する。
1次選考の応募書類提出期間は、9月上旬です。

応募ゼミの選考日、選考場所等を確認し、選考試験を受ける（レポート課題のみの場合もあり）。
1次選考は、9月中旬頃に行われる予定です。

説明会への参加

応募

選考試験

専門教育科目演習 専門教育科目演習ⅠA 3年生

3年生

4年生

4年生

4年生

2単位

2単位

2単位

2単位

4単位

履修学年 単位数

専門教育科目演習ⅠB

専門教育科目演習ⅡA

専門教育科目演習ⅡB

専門教育科目演習論文

◆ 選考までのステップ

STEP1

STEP2

STEP3

専門ゼミとは
●   専門教育科目演習（ゼミ）では、担当教員の指導のもと、設定したテーマについて調査・資

料収集をして、レポートやプレゼンテーション資料を作成し、それをもとに他の学生と討
論する形式をとります。通常の授業とは異なり、少人数制で2年間継続することが前提です。

●  ゼミの活動を通じて、将来の実務で必要となる課題設定および課題解決能力、プレゼン
テーション能力、コミュニケーション能力、文章作成能力を養います。また、合宿や懇親
会など、担当教員や他の学生と交流する機会も得られます。

●  なお、商学部には 6トラック（経営トラック、会計トラック、マーケティング・国際ビジネ
ストラック、金融・保険トラック、経済トラック、産業トラック）、約 60のゼミがあります。

●  ゼミは、以下の通り、半期の科目と専門教育科目演習論文（ゼミ論文）から構成されます。

※上記について変更の可能性がありますので、商学部 HP 等にて確認してください。
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●経営トラック 　　

現代企業研究 坂野　友昭 07

組織と戦略 藤田　　誠 07

ビジネスモデルと競争戦略 井上　達彦 07

会社法研究 中村　信男 07

企業法研究 　和田　宗久 08

企業と環境・社会 　谷本　寛治 08

経営戦略研究 　⼭野井順一 08

組織行動研究 　村瀬　俊朗 08

Contemporary Strategic Management マレン ジョエル 09

ブレークスルーの科学 　三橋　　平 09

ヒューマン・リソース・マネジメント研究 梁取　美夫 09

民法研究 新井　　剛 09

●会計トラック 　

現代管理会計論 長谷川惠一 10

企業管理会計研究 清水　　孝 –

現代の財務会計 川村　義則 10

財務報告と分析 奥村　雅史 10

企業価値評価研究 大鹿　智基 10

環境経営と戦略マネジメントシステム 伊藤　嘉博 11

財務報告の研究 ⼭内　　暁 11

財務会計研究 八重倉　孝 11

Accounting, Economics and Society スズキ トモ 11

会計・監査実務研究 関根　愛子 12

●マーケティング・国際ビジネストラック 　　

現代マーケティング研究 恩藏　直人 12

現代広告研究 嶋村　和恵 12

マーケティング・サイエンス研究 守⼝　　剛 12

消費者心理学研究 須永　　努 13

Consumer Behavior Research フランク ビョーン 13

貿易商務研究 田⼝　尚志 13

グローバル経営 谷⼝　真美 13

国際貿易と経済学 市田　敏啓 14

国際貿易研究 横田　一彦 14

International Corporate Strategy エドマン ジェスパー 14

●金融・保険トラック

リスクマネジメント研究 李　　洪茂 14

The World's Corporations in a Globalized Society 広田　真一 15

コーポレート・ファイナンス 谷川　寧彦 15

Study of Insurance from a Global Perspective 中出　　哲 15

フィナンシャル・エコノミクス 尾﨑　祐介 15

保険経営と数理 星野　明雄 16

●経済トラック 　

マクロ経済理論 ⽚岡　孝夫 16

開発経済学研究 高瀬　浩一 16

数理計量分析研究 毛利　裕昭 16

コンピュータによる統計分析とその応用 坂野　慎哉 17

企業の経済学 久保　克行 17

計量経済学とその応用 ⽚⼭　　東 17

産業組織論研究 加納　和子 17

Empirical Study of Policy Evaluation 富　　　蓉 18

数理経済学研究 原　　和弘 18

●産業トラック

日本企業システムの経済分析 宮島　英昭 18

国際経済学研究 横⼭　将義 18

日本経済史研究 花井　俊介 19

国際経済関係研究 池尾　愛子 19

Economic and Business History: Global Perspectives 矢後　和彦 19

雇用労働研究 小倉　一哉 19

イノベーション研究 清水　　洋 20

産業・企業ダイナミクス研究 宮川　大介 20

● ● ● ● ● ●
特 集

 専門ゼミ目次
掲載は科目配当順

2024年度開講ゼミの募集の有無に
ついては、商学部ホームページま
たは掲示板を確認してください。

GMP 対象ゼミ

6商学部報　No.182



●
経
営
ト
ラ
ッ
ク

●
会
計
ト
ラ
ッ
ク

●
金
融
・
保
険
ト
ラ
ッ
ク

●
経
済
ト
ラ
ッ
ク

●
産
業
ト
ラ
ッ
ク

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

●
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク

● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

■ 研究テーマ
「成功した企業」と聞いてどんな企

業を思い浮かべますか？いわゆる
GAFA や Airbnb な ど で し ょ う か。
いずれの企業もサービスやアイディ
アは秀逸でしょう。しかし、それだ
けでは「勝ち続ける」ことはできま
せん。成功し勝ち続けるには裏側の
目に見えない仕組みにこそ本当の要
因はあるはずです。私たちはそこに
焦点を当てて活動をしています。

■ 活動内容
井上ゼミでの活動は、特定の企業
のビジネスモデル分析から始まり
ます。この過程で学術研究の流れ
やフィールドワークの基礎を身に
つけます。その後は輪読や外部の
方との交流などを通して、ビジネ
スモデルに関する理解を深めたり、
自ら問いを設定して本格的に研究
活動に取り組んだりしていきます。

■ 新ゼミ生へ
私たちのモットーは「考動する知識
人」です。考えなしに思いつきで行
動するのでも、机の前で考えるだけ
で行動に移さないのでもなく、常に
考えながら実行することを大事にし
ています。このモットーに共感し、
自身もそうした力を育みたいと強く
思う人をお待ちしています。

ゼミ HP：
https://www.waseda.jp/sem-inoue/

井上 達彦ビジネスモデルと競争戦略

人数：3 年生 13 人、4 年生 10 人　執筆者：川野 孝誠

先生

■ 研究テーマ
経営学に関するテーマを幅広く
扱います。経営戦略、組織構造
をはじめ、コーポレート・ガバ
ナンス、リーダーシップ、モチ
ベーションなどに関するテーマ
も取り上げます。ゼミ論文作成
に際しては、各人（各グループ）
の興味を尊重します。

■ 活動内容
春学期は、教材を指定して輪読
形式で実施します。秋学期は、
グループでのゼミ論文作成と慶
應義塾大学商学部小沢ゼミとの
インゼミでの発表・討論がメイ
ンの活動になります。また、論
文作成のため、統計に関する学
習、統計ソフトの使い方なども
学習します。

■ 新ゼミ生へ 
ゼミは、各人の主体的な行動が
期待されるという点をよく認識
してください。
ゼミ Twitter：
https://twitter.com/fujita_zemi

藤田 誠 組織と戦略

人数：3 年生 15 人、4 年生 15 人　執筆者：木戸口 未希子

先生

■ 研究テーマ
坂野ゼミでは、現代企業が直面
するさまざまな問題を多面的な
角度から検討し、それに対する
分析能力や解決能力を身につけ
ることを目的としています。

■ 活動内容
先生が企業とテーマを定め、グ
ループごとに、マーケティン
グ、ファイナンスなど様々な視

点から分析し、プレゼンを行い
ます。プレゼン後はゼミ全体で
質疑応答、先生を交えたディス
カッションを行い、先生による
フィードバックがあります。ま
た坂野ゼミでは、学生主体のサ
ブゼミがあり、就職時に役立つ
実践的な能力を身につけること
を目的としています。サブゼミ
のテーマ自体は自由で、ゼミ生

の自主性を促す形式になってい
るので、皆高いモチベーション
をもって取り組んでいます。

■ 新ゼミ生へ
坂野先生が 2025 年 3 月をもっ
て退職されるため、本年度の新
ゼミ生の募集は行いません。

坂野 友昭現代企業研究

人数：3 年生 22 人、4 年生 19 人　執筆者：森 創太郎

先生

■ 研究テーマ
中村ゼミでは研究テーマとして「会
社法」を扱います。会社法を中心
にして、組織の運営形態や資金調
達方法、新規事業展開といった経
営戦略上の重要な意思決定過程を
考察することにより、ビジネスの
現場に対する理解を深めることを
活動目標としています。

■ 活動内容
会社法研究Ⅰでは、会社法に関す
る 実 際 の 経 営 問 題 を 題 材 に し た
ケーススタディを中心に、複数人
のグループ毎に対象事例の研究・
報告を行います。会社法の基礎知
識の習得と並行しつつ、実社会に
おける会社法の役割に関して実践
的に理解します。会社法研究Ⅱに
ついては、個人もしくはグループ

単位での卒業論文の作成が主な活
動内容です。

■ 新ゼミ生へ 
中村ゼミには体育会系から文化系
まで男女ともに個性豊かなゼミ生
が所属しており、進路に関しても
メーカーや金融、インフラ、IT 等
の民間企業から公務員、公認会計
士、法科大学院等まで様々です。
多種多様なゼミ生と関わり合いな

がら、ゼミにおける活動に真摯に
取り組む意欲に満ちた方々を中村
ゼミ一同お待ちしています。

中村 信男会社法研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 4 人　執筆者：高山 直也
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先生

■ 研究テーマ
和田ゼミの研究テーマは「企業法」
です。会社は、企業法という枠組
みの中で成り立ち、活動していま
す。その会社の基盤となる企業法
を学ぶことで、法制度から企業の
経営や、株主総会や金融市場の現
状を理解し、そのあり方や問題点
を捉えていきます。 

■ 活動内容
3、4 人のグループに分かれ与えら

れた企業法に関するテーマについ
て調べて発表しています。様々な
文献や判例を用いて研究を進める
ことで、法制度や企業づくりの問
題点を発見し、解決策を考え、よ
り深い理解につなげています。今
年からはコロナ以前に行っていた
ゼミ合宿も再開し交流を図る予定
です。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは難しそうなイメージの

ある企業法について一から丁寧に
学ぶことができます。またグルー
プで活動を行うので自然と先輩や
同期のゼミ生と仲良くなる機会も
多く、和気藹々とした温かい雰囲
気でゼミ活動を行っています。ぜ
ひ私達と一緒に企業法について学
んでみませんか？ゼミ生一同、皆
さ ん の 参 加 を 心 待 ち に し て い ま
す！

和田 宗久企業法研究

人数：3 年生 7 人、4 年生 8 人　執筆者：錦見 大夢

先生

■ 研究テーマ
CSR を切り⼝に、企業の活動とそ
れを取り巻く社会・環境の間に生
じる問題を研究しています。持続
可能な社会において求められる、
財務的にも非財務的にも優れた企
業経営とはどのようなものか。社
会制度や企業経営など幅広い視点

から学習していきます。

■ 活動内容
3 年生の前期は文献を要約し、グ
ループに分かれて毎週レジュメを
作成、ディスカッションを行いま
す。夏には 3・4 年生でプロジェク
ト研究・合宿を行います。後期は
早稲田祭での研究発表、インゼミ、
企業との共同プロジェクトといっ
た対外イベントに取り組みます。4 
年生ではこれまでの集大成として

卒業論文を作成します。

■ 新ゼミ生へ　
谷本ゼミでは積極的に活動に参加
する姿勢を大切にしています。ま
た、「調べる」「まとめる」「伝える」
といった、これからの人生の基礎
となる力を身に付けることが出来
ます。常に成長できる機会がある
環境で、本気でゼミ活動に打ち込
みたいと考えている皆様、お待ち
しております！

谷本 寛治企業と環境・社会

人数：3 年生 12 人、4 年生 12 人　執筆者：木島 直人、大高 ゆきの

先生

■ 研究テーマ
リーダーシップ、チームワーク、
モチベーション、職務満足など、
様々な組織の「人」に関するテー
マを研究するゼミです。主に 2 人
や 3 人一組の班を組んで、学生主
導で課題や研究を行います。「どん
なリーダーシップがチームワーク
に必要か」「モチベーションはなぜ
高まらないのか」など、みなさん

も過去に一度は疑問に思ったこと
があるのではないでしょうか。私
たちのゼミでは、これらの身近に
ある「人」の疑問に着目して仮説
を練り、データ検証を通して、自
分達の解を見つけます。

■ 活動内容
ゼミでは、「輪読とリサーチプロジェ
クト」を中心に活動します。3 年生
では、並行履修科目の組織行動論と

ゼミのレクチャーを通して組織の人
にまつわる基礎知識を身に付けても
らいます。次に、プロジェクトを通
して、チームメンバーとテーマを議
論し、データ分析を行い、自らの解
が正しいかを検証し、結果をゼミで
発表します。ゼミの 2 年間にいくつ
かのチームプロジェクトを行い、4
年生の最後に総仕上げとしてグルー
プで卒業論文に取り組むことで、「自

らの頭で考え、議論し、行動できる」
人材へ成長してもらうことが、ゼミ
の目標です。

■ 新ゼミ生へ　
村瀬ゼミの目標は早稲田大学でユ
ニークなゼミを作ることです。ゼ
ミで研究に真剣に取り組み、加え
て「work hard & play hard」の精神
で学生生活を送りたい方々の応募
をお待ちしています。

村瀬 俊朗組織行動研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 15 人　執筆者：村瀬 俊朗先生

先生

■ 研究テーマ
3 年前期には「世界標準の経営理論」
と英語の論文を用い、ゼミ生とディ
スカッションを通して、経営理論
について幅広く学びます。その後、
メイン活動となるグループ・プロ
ジェクトに入ります。ここでは、
グループごとにテーマ設定、先行
研究調査、データ収集・分析を行っ
ていきます。ここでの目標は、プ
ロジェクトの成果としての論文を

学内外の懸賞論文コンテストに出
し、一等を取ることです。

■ 活動内容
私たちは、経営戦略に関する事例
を定量的に分析し研究しています。
ゼミでは様々な企業事例から経営
戦略の理論に基づいて因果関係を
導き、仮説を立て、統計を用いて
検証します。これらの活動を通し
て、経営理論や統計学、語学、論
理的思考力を体得することを目指

します。

■ 新ゼミ生へ　
⼭野井ゼミでは、経営理論のみなら
ず統計や英語論文、企業事例などを
広く扱うとともに、論理的思考も求
められます。よって向学心と多少の
忍耐力が必要となります。将来役立
つスキルを身に付けるために真剣に
活動したい学生には、ぴったりのゼ
ミです。ゼミ生一同、皆さんの参加
を心待ちにしています。

山野井 順一経営戦略研究

人数：3 年生 13 人、4 年生 8 人　執筆者：山田 悠太
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● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

■ 研究テーマ
経営学、組織科学、経営組織論
分野のゼミです。組織や、組織
内の人材が、時代をリードし、
変化に適応し、新しい価値を生
み続けるためのメカニズムを実
証的に研究することを目的とし
ています。卒業研究のテーマは、
就職や映画のデータを用いた研
究、オンライン・ゲーム・サイ

トなどのレビュー・コメント分
析、イノベーティブな水着の特
許分析、テニスのホーム・ゲー
ムでの勝率データなど、自分の
関心に沿いながら、正確な論証
と実証に基づく卒業研究ができ
るようサポートしています。

■ 活動内容
ともかく楽しく、笑顔で、毎週
のゼミが待ち遠しくなるように

運営しています。3・4 年生合
同のゼミで、和気あいあいと学
び合えるのが大きな特徴です。

■ 新ゼミ生へ  
大学時代に自分の将来に影響を
与えるような出会いに恵まれる
ことを願っています。

三橋 平ブレークスルーの科学

人数：3 年生 9 人、4 年生 6 人　執筆者：三橋 平先生

先生

■ 研究テーマ
This zemi is for students interested 
in learning about business strategy 
in a world characterized by major 
challenges including climate change, 
rapidly advancing technologies, and 
pandemic diseases among others. The 
complexity of the modern world means 
that effective business strategy must 
be a dynamic and evolving process 
that adapts to a changing business 
landscape. To address these challenges, 

managers must be able to identify 
causes and consequences of important 
change in both the market and non-
market environments of the firm. 
■ 活動内容
We will work to understand important 
issues that influence business strategy 
today using a range of perspectives, 
with a particular emphasis on the 
evolution of companies and business 
c o n t e x t s .  W e  w i l l  s u p p o r t  s u c h 
understanding through the application 

of modern analytical  approaches 
including statistical techniques and 
computational simulation methods. We 
will pay special attention to the context 
of environmental sustainability—
however, what we learn is applicable 
across strategic management issues. 
■ 新ゼミ生へ　
Companies today can no longer be 
successful by focusing only on their 
market environment. Smart companies 
design strategies that leverage broader 

changes taking place in the world to 
innovate and remain competitive over 
the longer term. Students will learn 
to recognize and respond to these 
complex issues by exploring how 
successful business fits into the broader 
social and natural environments in 
which we live. 

マレン ジョエルContemporary Strategic Management

人数：3 年生 4 人、4 年生 3 人　執筆者：マレン ジョエル先生

先生

■ 研究テーマ
このゼミではヒューマン・リソース・
マ ネ ジ メ ン ト（Human Resource 
Management, HRM、いわゆる人材
マネジメント）について学び、組織
が目的達成のためどのように人材
を活用しているかについて考えま
す。このゼミは人事の専門家を養成
することを主たる目的とするもので
はなく、商学部がカバーする分野を

HRM の観点から理解しようとする
ものです。

■ 活動内容
研究と実務の適度なバランスを取
ります。研究に関しては研究論文
を読み、理解できるようトレーニ
ングしますし、自分達でもグルー
プで研究プロジェクトを実際に行
います。実務に関しては論文の実
務への応用を考えるほか、ケース

スタディやディベートなどを通し
実務における人材マネジメント上
の問題についてゼミ生同士で議論
し ま す。2023 年 度 は 実 務 に 役 立
つ研究を目指し企業と若手社員の
活用に関する共同プロジェクトを
行っています。

■ 新ゼミ生へ　
2020 年度に新設された歴史の浅い
ゼミで、毎年いろいろ試しながら

ゼミ活動をアップグレードしてい
るところです。多様性を尊重しま
すので、いろいろな学生に参加し
てほしいと考えていますが、特に
知的好奇心の旺盛な学生に参加し
てほしいと考えています。

梁取 美夫ヒューマン・リソース・マネジメント研究

人数：3 年生 12 人、4 年生 12 人　執筆者：梁取 美夫先生

先生

■ 研究テーマ
新井ゼミでは、民法を研究します。
民法は、皆さんが生活者として、
あるいは企業人として生きていく
なかで、何らかのトラブルに遭っ
た時に役立つ法律です。したがっ
て、民法は私たち一般市民にとっ
て最も身近で、重要な法律の一つ
といえるでしょう。

■ 活動内容
①民法の構造を理解した上で、最

近になって相次いでいる民法改正
の内容や背景等を学びます。
②実務への影響が大きい最高裁判
所の出す「判例」の内容や意義を
皆で検討します。
③法律問題をテーマとするシネマ
の鑑賞を通して、日本の法律の問
題点を考察します。

■ 新ゼミ生へ  
「商学部なのに民法」ではなく、「商

学部だからこそ民法」です。自由

闊達な議論を通して民法の知識を
身につけ、一生涯にわたり有益な
武器を手に入れましょう。
体育会系から法科大学院志望まで
個性豊かなゼミ生や学生思いな新
井先生と民法を学びたい皆さんを、
心よりお待ちしております。

新井 剛民法研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 15 人　執筆者：瀧口 佳奈
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先生

■ 研究テーマ
川村ゼミでは、公認会計士となる
ことを希望する学生を募集してい
ます。財務会計・簿記に関する基
礎的な知識とそれを応用する能力
の習得を目標とします。財務会計
に関する様々なトピックスについ
て、会計基準をベースとして、基
礎的な概念やルールを学ぶととも
に、ケースワーク（問題の作成）

などを通じた能動的な学習をして
いきます。

■ 活動内容
3 年生は、財務会計に関する基礎
知識をしっかりと身につけること
から始めます。財務会計の領域ご
とに、まずは基礎的な用語やルー
ルの確認を行った後、主要な論点
を網羅する択一問題の作成・解答
や簿記的な知識を確認するための

ケースワークを行っていきます。
企業の実際の有価証券報告書を用
いた読解や分析を行います。また、
後期には他のゼミを交えた研究発
表会（インターゼミ）も企画して
います。4 年生は、卒業論文の制作
が主な活動になります。例年、主
要な会計問題に関する会計基準研
究や財務諸表分析を通じた企業研
究などがテーマとして選ばれてい

ます。

■ 新ゼミ生へ 
2022 年度からは、当ゼミでは、公
認会計士を目指すことを旗印とし
て頑張っています。志を高く持っ
て、ともに学び、やり遂げる意欲
のある学生の応募を期待していま
す。

川村 義則 現代の財務会計

　人数：3 年生 14 人、4 年生 17 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
会計情報は、企業情報の中核にある最
も包括的な情報であり、その有用性を
多角的に検討することが中心的なテー
マです。そこでは、企業の戦略情報、
ESG 情報、株価情報などの会計情報以
外の情報と会計情報の関連性を分析し
ながら検討します。科学的に研究を進
めることの意味を理解したうえで会計
情報を分析することがポイントになり
ます。

■ 活動内容
3 年生のゼミでは、財務会計の機能を
理論的に理解し、コンピュータを利用
したデータ分析の方法を学びます。サ
ブゼミでは、4 チームを編成して日経 
STOCK リーグ（企業分析レポートコン
テスト）に参加し、そこでは ビジネス
の社会的意義を明らかにしながら効率
的投資を行うことを目指して国内外の
企業を評価します。4 年生の活動の中
心は、個人あるいはグループでテーマ

を設定し、納得できる卒業論文の完成
を目指します。また、卒業論文に関す
る検討の合間で卒業前に読むべき幅広
い分野の書籍を輪読します。さらに、
特定のテーマ（本年のテーマはデジタ
ル技術と会計）を設定し 3、4 年の合
同ゼミを年数回行います。上記の活動
以外に、例年、コンパ、合宿、公的機
関や企業の見学、OB・OG 会、他大学
や他学部のゼミとのインターゼミなど
を行います。なお、3、4 年ともゼミは

PC 教室で行います。

■ 新ゼミ生へ  
現実の会計情報に興味がある人、国内
外の企業を分析してみたい人、PC を
利用したデータ分析をやってみたい人

（PC 初心者でも大丈夫）はぜひ当ゼミ
に参加してください。
ゼミ Twitter アカウント：
https://twitter.com/okumura_seminar

奥村 雅史財務報告と分析

人数：3 年生 16 人、4 年生 17 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
このゼミでは企業価値評価という分野
について学びます。企業価値評価は、
財務諸表を読み解く会計の知識に加え
てマーケティング戦略への理解、経済
学を利用した市場動向の把握などの商
学にまつわる分野と、政治の動向や環
境問題などの商学以外の分野から、企
業の将来性を幅広い視野で見ることが
出来る学問です。この分野で使われる
知識は M&A や株式投資、企業の課題
解決など、様々な戦略的判断を下す際
にも活用されています。 

■ 活動内容
活動内容は毎年異なりますが、今年度春
学期の活動の１つに輪読があります。輪
読では文章の内容をまとめて発表する報
告と、論点を探して議論を行う討論を行
います。報告では表現力、討論では考
察力を身につけることを目標としていま
す。また秋学期には発想力と論理的な文
章を書く能力を身につけるために、論文
を執筆します。その他にもゼミ生同士の
仲を深めるために、月一企画や年一企画
という交流イベントを企画しています。
加えて他大学との合同ゼミ合宿ではビジ

ネスゲームを行うため、ゼミ生以外とも
交流しながら学ぶ機会があります。

■ 新ゼミ生へ  
このゼミでは会計の知識を応用するだ
けではなく、企業価値評価という研究
テーマで様々な学問を融合して学びま
す。また毎年ゼミの目標を自分たちの
代で設定し、それに沿った活動内容を
決定するため、自由度が高いです。積
極的に行動できる主体性のある人、責
任感があり、継続して物事に取り組め
る人をお待ちしています！ぜひ私たち
のゼミで一緒に活動しましょう！

大鹿 智基企業価値評価研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 6 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
企業の意思決定や業績管理等に用いられる

「管理会計」を中心にした研究を行っていま

す。管理会計論は経理・会計の範囲のみなら

ず経営戦略・マーケティングなどの分野とも

密接に関わっているため、自身の興味に合わ

せて幅広い分野の研究に挑戦できます。

■ 活動内容
まずゼミ内定後、二年次の秋学期に、四年生

の指導のもと、管理会計の基礎知識やプレゼ

ンテーションのノウハウについて学び、研究・

発表活動の土台となる力を身に付けます。三

年次には、ビジネスゲームと呼ばれる企業経

営のシミュレーションを行い、それを元にし

た経営分析を行うことで管理会計の活用を実

践的に学ぶことができます。また、学外のゼ

ミと共同で行う研究発表大会に向けて各チー

ムでテーマを設定し、研究を行います。加え

て、フィールドワークを通じて研究対象の企

業の方に情報提供をしていただくことができ

るほか、発表のしかた・資料の集めかた等に

ついても丁寧な指導が受けられるため、大き

く成長できる機会となります。四年次には各

自卒業論文の執筆を行います。自分で定めた

テーマに向けて情報収集・分析を行っていき

ます。また、昨年度は開催されませんでした

が、通例年二回の合宿を行います。発表や議

論を通じてレベルアップを図ると共にゼミ生

相互の親睦を深めることができます。

■ 新ゼミ生へ  
長谷川ゼミの魅力は、「人柄の良さ」と「主

体的で活発な議論」にあると考えています。

普段の活動の中で様々な視点からの意見交換

を通じ、独学では気づけなかったことを発見

できます。そんな仲間とともに行う活動は刺

激的で、魅力に溢れたものです。さらに、管

理会計の学問領域は、公認会計士はもちろん、

経理・経営企画・戦略コンサルティングなど

の職種と強く関連しており、研究を資格試験

や就職活動に役立てることもできます。ぜひ

長谷川ゼミで有意義な学生生活を過ごしま

しょう！

長谷川 惠一現代管理会計論

人数：3 年生 17 人、4 年生 15 人　執筆者：工藤 佑斗2023 年 3 月卒業式

10商学部報　No.182

https://twitter.com/okumura_seminar


● 

経
営
ト
ラ
ッ
ク

● 

会
計
ト
ラ
ッ
ク

　 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

● 

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ッ
ク

● 

金
融
・
保
険
ト
ラ
ッ
ク

● 
経
済
ト
ラ
ッ
ク

● 

産
業
ト
ラ
ッ
ク

● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

■ 研究テーマ
経営戦略を日常的に遂行される業務活
動に関連づけ、その実現を支援するの
が戦略マネジメントシステムです。こ
のシステムは企業活動のさまざまな局
面で活用されていますが、伊藤ゼミナー
ルでは、 企業活動の環境的側面に関す
るテーマを多く扱います。とくに、近
年では SDGs の 17 の目標に関連する研
究テーマを各自が設定し、たんに文献
研究にとどまらずフィールドリサーチ
も交えて多面的な研究を行っています。
そして、年度末にはこれを論文に仕上

げるとともに、後述するインターゼミ
の場面で報告・討論することとなりま
す。

■ 活動内容
活動内容毎時間のゼミでは、いくつか
のチームに分かれて、選択したテーマ
についてプレゼンテーションを行い、
これを受けて、全員が参加して活発な
ディスカッションが行われます。その
成果は、ゼミ早慶戦と銘打った慶應大
学との討論会を皮切りに、一橋大学、
関西・中部圏の同志社大学や南⼭大学、
さらには学内でのインターゼミを通じ

て発揮されます。なお、ゼミの他の活
動としては、コンパや合宿はもちろん
のこと、企業訪問や工場見学、実務家
の招聘等も積極的に行い、生きた情報
の収集と分析に努めています。

■ 新ゼミ生へ
ゼミは、勉強はもちろんですが、一生
の仲間と出会える場だと考えています。
ぜひ、一緒に頑張りましょう！  ホーム
ページにもアクセスしてくださいね。
https://yito-waseda.com/laboratory-2/

伊藤 嘉博環境経営と戦略マネジメントシステム

人数：4 年生 14 人　執筆者：千葉 進太郎

先生

■ 研究テーマ
国際分野を中心とした財務会計の
理論について体系的に学び、会計
情報の作成者や利用者の視点から
分析を行います。また、会計情報
が市場に与える影響などを経済学
や統計学の視点を織り交ぜ、実証
的分析を試みます。

■ 活動内容
3 年次前半は財務会計の応用書を扱

い、個々のトピックについてプレ
ゼンや議論を行います。並行して
論文作成やプレゼンの技術を学び
ます。後半にはより発展した議論
を応用書を用いて行い、グループ
での論文作成を行います。4 年では
主に個人の卒業論文作成に取り組
みます。また、夏合宿（コロナ禍
で中断していたが、2023 年度から
再開の予定）や、東京証券取引所・

日本銀行等の見学を行います。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミは創設 8 年目のゼミです。 
ゼミ生が主体となり、先生と協力
して運営しているのが特徴です。
新しいゼミならではの自由で柔軟
な活動ができます。ゼミで得られ
たさまざまな知識と経験は卒業後
も必ず大きな力になると思います。
財務会計学に興味がある人や、学

問を学ぶ上で論理的に考えるのが
好きな人、その力をつけたいと考
えている人は、ぜひ私たちのゼミ
で一緒に学びましょう。

（なお、担当教員が 2024 年度から
特別研究期間に入る予定のため、
本年度は新規ゼミ生の募集を行わ
ない予定です）。

八重倉 孝 財務会計研究

人数：3 年生 3 人、4 年生 7 人　執筆者：ゼミ生一同

先生

■ 研究テーマ
会計を中心としつつ、他分野（マーケティ
ング・経営戦略など）と融合させて学び
ます。
社会に出てから会計を学び直す人は多い

でしょう。「会計がわからなければ真の
経営者になれない」( 稲盛和夫 ) という
言葉が表すように、会計リテラシーはビ
ジネスに必要不可欠です。なぜなら、会
計がビジネス活動を表すストラクチャー
であり、ビジネスの共通言語であるため
です。ビジネスの共通言語である会計は、
社会に出てからの強い武器となるでしょ
う。なかには「会計は味気ない」と感じ
る人もいるかもしれません。そう感じる
のは、会計を単独でみているためかもし

れません。しかし実は、会計は他分野と
切っても切り離せないものです。それら
を一体として学べば、会計が面白くなり
ます。私達は、知識の丸暗記などではな
く、生きた会計と戦略思考を学びます。

■ 活動内容
● 3 年前期 : 輪読 ( 会計ファイナンス等
を扱う教科書を使用 )、5 分間プレゼン
● 3 年後期 : インゼミ ( 知識を実践 )、5
分間プレゼン
● 4 年 : 卒論執筆

■ 新ゼミ生へ  
●どのような方にお
すすめ？

・ 会計と他分野を融
合させて学びたい方

・資格勉強などと両立したい方
・ ゼミを楽しみ、生涯の思い出を作りたい方
Twitter： @yamauchi_zemi ( 右上 QR コード )
YouTube： https://m.youtube.com/
channel/UCdVH3flmJCQ9GPYT6ad2i3g
HP： http://yamauchizemi.wix. com/yamauchizemi

山内 暁財務報告の研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：都丸 雪乃

先生

■ 研究テーマ
「Account+ing（説明＋行動）」を制度設計

学上の「ナッジ」として応用し「新しい現
実の構築」（新しいビジネス、経済、開発学、
環境、政治、文化、社会、サステナビリ
ティ等）を研究・実践しています。例えば
損益計算書上のほんの追加的な一行だけで
インドの経済・経営活動を一変させた「One 
Additional Line」についてグーグルしてみ
てください。日本や 25 年後の中国・イン
ドのような成熟経済・社会における制度設

計も遂行中。教授の『幸福と会計』や『関
経連レポート』は岸田内閣の「新しい資本
主義」構想の基礎として利用されています。 

■ 活動内容
GMP ゼミの一つ。ゼミ員がそれぞれの
将来目標「やりたいこと」を見つける
ことが最優先です。学術的、実務的な
テーマのいずれも可能。政府のプロジェ
クトや企業から委嘱されたテーマに参
加可能。ゼミ運営方針や合宿や懇親会
などはゼミ生と教員の合議で決めます。

■ 新ゼミ生へ  
オックスフォードで最高賞を得ていた教
授によるモチベーションが高くフレンド
リーなゼミです。研究者や官庁職員や国
際組織職員やソシアル・アントレや留学
を希望している学生も歓迎。積極的な学
生は 1、2 年生のうちからゼミに参加し
ています。ツイッター等は多用しません
が、個々の事情や希望を重視しますので
積極的にスズキ教授にお問い合わせくだ
さい（researchmap.jp/tomo.suzuki）。

スズキ トモAccounting, Economics and Society

人数：3 年生 5 人、4 年生 8 人　執筆者：3 年生一同
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先生

■研究テーマ
恩藏ゼミでは、ブランド戦略、製品市場
戦略、市場参入戦略といったマーケティ
ング戦略を中心に学んでいます。学生
主体で研究テーマを自由に設定し発表
する場を設けており、マーケティング
の本質を踏まえた上で、研究したいテー
マを主体的に学ぶことができます。

■活動内容
週 1 回の本ゼミと週 2 回のサブゼミで
活動を行っています。本ゼミでは、1

班 4~5 人のグループに分かれて学生主
体で研究テーマを設定し、発表を行い
ます。先生と学生からのフィードバッ
クなどを通じて、マーケティングの知
識を深めるとともに、物事を多角的に
見つめる力を養います。サブゼミで
は、学生主体で活動内容を決定し、教
科書を読み進めながら議論をしていま
す。その他、毎年恩藏ゼミではビジネ
スコンテストへの参加や企業とのワー
クショップを設けており、知識を身に

つけるだけでなく、学んだことを実際
にアウトプットできる機会が多いこと
も魅力です！

■新ゼミ生へ
恩藏ゼミの良いところは、学生が主体
的に活動しているところだと思います。
自分たちで研究テーマを設定し、議論
を行うため、自主性や協調性が養われ
ます。また、体育会の学生や留学をし
ている学生なども在籍しており、ゼミ
以外の活動とも両立可能です。33 年の

歴史があり、OB・OG の方々との繋が
りも強いです。恩藏ゼミでは学生同士
で日々切磋琢磨し、良い刺激を受ける
ことができます。熱意があり、高い意
識を持ちながら活動できる学生をお待
ちしております！
Twitter：@onzo_seminar33
Instagram：@onzo_seminar33

恩藏 直人現代マーケティング研究

人数：3 年生 27 人、4 年生 23 人　執筆者：執筆者：中山 拓樹

先生

■ 研究テーマ
実務に直結した学問である会計や監査を将

来活かしていくために、授業で学んだ基本

的な内容や考え方を踏まえ、どのように実

務で使われているのかを知り、どのように

使われるべきかを考え、議論していきます。 

■ 活動内容
会計や監査は国際的に標準化しているもの

の、実際のビジネスは―律ではありません。

そのため、会計処理や監査の業務には常に

判断がつきものであり、それをコミュニケー

ションしていくことが重要です。 本ゼミに

おいては、実際のビジネスや実務を踏まえ

た生きた議論を行い、どのように対応して

しくべきか考えていきます。具体的なイメー

ジを持つための企業等への訪問も積極的に

行っています。

■ 新ゼミ生へ  
「会計」「監査」と聞くと機械的に当てはめ

るだけ、地味といったイメージがあるかも

しれません。でも、実際には、従うべき基

準を作るにも様々な背景があり、基準に従っ

て処理するのにも企業のビジネスをどうみ

ていくかで議論が分かれるものであり、実

務はとても奥深いものです。担当教員のこ

れまでの実務経験を通じて得た様々な会計

や監査の実務を学び、メンバーで議論でき

るこのゼミは、基礎を学んだものの、なぜ

そうなっているか、実務はどのように動い

ているか気になる方に適しています。皆さ

んの積極的なご参加を心からお待ちしてお

ります。

関根 愛子会計・監査実務研究

人数：3 年生 21 人、4 年生 16 人　執筆者：ゼミ生一同・教員

先生先生

■ 研究テーマ
変わりゆく社会の中で広告が果たし
ている役割について分析し、現代
の企業と消費者間の効果的な広告コ
ミュニケーションの在り方や課題に
ついて研究します。

■ 活動内容
「本ゼミ」では班ごとに教科書の内

容を発表し、それに対し議論を行
い、先生からフィードバックをい
ただきます。企業の事例から広告

やマーケティング戦略の成功・失
敗要因を分析することで考える力
や、プレゼンテーション能力を高
めています。

「サブゼミ」では、企業から課題を
いただいて、商品企画やマーケティ
ング施策を考え、提案を行います。
本ゼミや授業で得た知識を実際の
ビジネスに応用する力を養います。

■ 新ゼミ生へ  
嶋村ゼミの最大の魅力は雰囲気の良さ

です。楽しむときにも、熱く議論をす
るときにも全力で取り組む個性豊かな
仲間から日々刺激を受け、貴重な経験
を重ねることができます。残りの学生
生活の大部分を占めるゼミ選びです。
素直な気持ちで皆さんが後悔しない選
択をしてくださいね！
Twitter：https://twitter.com/
shimazemi2
Instagram：https://www.
instagram.com/shimazemi27/

嶋村 和恵現代広告研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：植村 美咲

先生

■ 研究テーマ
マーケティング・サイエンスとは、マー
ケティングにおける諸問題に対しデー
タ分析などの科学的手法を適応するこ
とで、マーケティング上の意思決定の
質を向上させる方法論を研究する学問
分野です。現代では、デジタル化によ
り膨大な量のデータが存在しています。
それらを科学的な視点から分析し、マー
ケティングに落とし込むことは、非常

に有効になっていきます。

■ 活動内容
毎週行われる本ゼミ・サブゼミに加え
て、春学期に他大学のゼミと合同で開
催される「インターカレッジゼミ」、秋
学期に開催される「関東学生マーケティ
ング大会」への参加が主な活動です。
これらの活動を通じて、マーケティン
グに関する知識はもちろん、プレゼン
能力や統計的データ解析、論理的思考
力、ディスカッション能力などの、将
来にも有用な力を育むことができます。

■ 新ゼミ生へ  
守口ゼミの最大の特徴の一つとして、「目
標に対する熱量」が挙げられます。特に、
秋学期に行われる「関東学生マーケティン
グ大会」での “ 優勝 ” という目標に向かっ
て、ゼミ全体や各班が一丸となって、日々
のゼミ活動に対して、高い熱量を持って向
き合っています。このような、切磋琢磨で
きる最高の仲間と高い熱量を持って大きな
目標に挑戦することができる環境は、守口
ゼミでしか味わえない、未来の糧になる貴

重なものです。大学生活ラスト 2 年で、何
か大きな目標に、高い熱量を持って取り
組みたい！という情熱のある方をゼミ生一
同、お待ちしております！説明会や下記の
Web サイト・SNS では、活動の詳細から
ゼミの様子まで様々な情報を発信していま
すので、是非一度ご覧ください！
HP：https://moriguchihp.wixsite.com/
moriguchi-seminar
Instagram：@moriguchi_zemi
Twitter：@moriguchi_zemi

守口 剛マーケティング・サイエンス研究

人数：3 年生 21 人、4 年生 19 人　執筆者：山田 歩生
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● ● ● ● ● ●  専 門 ゼ ミ 紹 介

先生

■ 研究テーマ
消費者の行動や意思決定に及ぼ
す心理的要因の影響について分
析し、それを基に効果的なマー
ケティング・コミュニケーショ
ンについて研究しています。 

■ 活動内容
週１回の本ゼミと週２回のサブ
ゼミがあります。通年研究では
消費者心理に関連したテーマで

一年間グループ研究を行いま
す。また他大学との合同ゼミや
企業との協働プロジェクトも実
施しており、研究活動で得た理
論的学びを商品開発など、実際
のマーケティング活動へ適用す
るスキルを身に付けることが出
来ます。

■ 新ゼミ生へ  
須永ゼミの良さは主体性にあり

ます。何をすれば自分たちの学
びを深めることにつながるの
か、各々が考えながら情熱を
もって研究活動に取り組んでい
ます。ゼミの運営にも深く携わ
ることが出来、非常に刺激ある
研究室だと思います。研究テー
マや活動に興味を持ってくれた
方、ゼミ生一同お待ちしており
ます！

須永 努消費者心理学研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 18 人　執筆者：比山 善史

先生

■ 研究テーマ
統計分析を用いて消費者行動を研
究しています。研究テーマは環境、
文化、広告など様々な分野から選
択することができます。データを
活用した実践的なマーケティング
手法を身に付けられることが本ゼ
ミの特徴です。 

■ 活動内容
活動は基本的に週に 1 回です。3
年次の春に統計分析の手法を学び、

既存の研究論文を用いて発表・討
論を行います。秋はグループで実
際にデータの収集・分析をします。
統計分析の手法は全員 0 から学ぶ
ので、初めての方でも安心です。4
年次では自分の研究課題を設定し、
仮説の構築から検証まで全ての流
れを行います。

■ 新ゼミ生へ  
フランクゼミの魅力は自由さと温
かい雰囲気です。研究テーマは自

分の興味に沿って設定し、深く追
求することができます。活動日数
が少ないため、課外活動とも両立
しやすいです。メンバーは穏やか
な人が多く、和気あいあいとした
雰囲気です。卒業研究は個人です
が、助け合いながら進めていきま
す。消費者行動やマーケティング
に関心のある方、主体性を持って
研究をしたい方、ぜひお待ちして
おります！

フランク ビョーンConsumer Behavior Research

人数：3 年生 10 人、4 年生 13 人　執筆者：飯村 茉子

先生

■ 研究テーマ
本ゼミは「貿易」を、とにかく具体的に、客観
的に、ありのままに 観察し、そこから物事を考
えてみようというゼミです。必然的に、オペレー
ション・レベルの現場を大切にしてゆく姿勢を
とりますが（「板子一枚下は地獄」を感得する
当事者意識を養いたい）、より上層レベルの事
象も重視しながら（国際関係に絡んだ高次元の
諸問題にも関心を持ってもらいたい）、「貿易」
を考えてゆきます。要は、「貿易」を様々な角
度から研究し大学 4 年間の集大成である卒業論

文に活かす。これが田⼝ゼミの研究テーマです。

■ 活動内容
ひたすら地味な内容です。安価でどこでも読め
る文庫や新書を中心に、できる限り多くの、幅
広い内容の本－傾向としては歴史を重視したも
のが多い－を読み、考え、議論し、また考える。
そして、それを卒業論文に活かし、仕上げてゆく。
これらのごくごく普通のごくごくありふれた一
連のプロセスです。大きな ジャンプをするには
大きく屈まなければなりません。「将来のために
一度大きく屈んでみるか」と心を決めた学生に、

とくに、いつでも容易に他者と繋がる今だから
こそ、孤独になって物事を見つめ書庫に潜りこ
んで考えてみたいという学生に（ほんの少しで
もそこに価値を見い出せる学生に）、来てもらい
たいと思っています。ゼミは 3・4 年合同で行
います。今年も例年通り多くの本を読む予定を
組んでいます。参考までにゼミ 3 年生が本年度
中に読むのは、『ザ・フェデラリスト』、『アメリ
カ外交 50 年』、『民間防衛』等を含め合計 30 冊

（他に英語論文も数本）ほどに上ります。少しき
ついかもしれませんが本学の学生はそれをこな

す能力を十二分に持っているので、積極的にト
ライをしてもらいたいと思っています。

■ 新ゼミ生へ  
3・4 年合同の合宿や貿易港・税関見学な
どを計画しています。ときにはゼミ OB も
参加します。本当の面白みというのは真剣
さがあってこそ生まれます。 尖った真剣
味を求めている学生は、是非、田⼝ゼミの
門を叩いてみてください。皆さんよりほん
の少し成熟した在ゼミ生が、あたたかく－
ときに厳しく－迎えてくれるでしょう。

田口 尚志貿易商務研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 11 人　執筆者：田口 尚志先生

先生

■ 研究テーマ
グローバル経営、ダイバシティ・
マネジメント 

■ 活動内容
多国籍企業が行う国境を越えた経
営を、戦略論と組織論の観点から
学びます。特に、人材をいかして
企業価値向上につなげる人的資本
経営が注目されているなか、ダイ
バシティ・マネジメントの観点か
ら調査・分析・考察を行います。

具体的な活動として、 
①最新の論文などについての議論 
② 教授の研究ネットワークを通じた海

外大学の学生との議論を含めた交流 
③ 特定の企業について自らの調査・

分析から問題意識を育み、検討・
仮説設定、その企業の幹部の方々
との意見交換を経て仮説を論証す
るという論文作成プロセスを実践 

④ 実際の企業の取組みを学ぶため
の企業訪問 

があり、学術＋実践の両面から学べ
ます。昨年の卒業生の進路は、ソニー、
丸紅、アクセンチュア、三菱地所など、
OB との繋がりも魅力です。

■ 新ゼミ生へ  
主体的にゼミに取り組みたい方、
多様な人々との交流から学びたい
方、議論を活性化し結論に導く力
を身に付けたい、グローバルリー
ダーとして活躍したい方、谷⼝ゼ
ミにてお待ちしています。 

谷口 真美グローバル経営

人数：3 年生 7 人　4 年生 5 人（他２人留学中）　執筆者：鈴木 佳奈

ノルウェービジネスス
クールとの合同討議
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは国際貿易に関するトピック
を中心に据えながら、「経済的な考え
方」を身に着け、世の中のあらゆる出
来事に対して「自分の頭で考えること」
ができるようになることを目的として
います。英語のテキストを用いて経済
学とプレゼンテーションの仕方を学び、
日本語の文献を大量に読んで議論しま
す。市田ゼミに入ると、英語力、ロジ
カルシンキング、プレゼン力、経済学

の基礎と応用が身に付きます。

■ 活動内容
通常のゼミ活動、サブゼミに加えて、国内
の勉強合宿が年 2 回、海外大学交流・研修
合宿（2023 年 2 月はタイ）が年 1 回、スキー
合宿、インゼミ活動（昨年度は慶應、上智、
中央、学習院など）を行います。先生はゼ
ミ後の食事会などにも頻繁に顔を出してく
ださり、他愛のない話から社会で役に立つ
マナーなど様々なことを教えてくださいま
す。また、先輩後輩の繋がりの深さも市田

ゼミの大きな魅力の一つです。OBOG の方
は合宿や OBOG 会に来てくださり、お話
を伺う機会が多くあります。普段のゼミ活
動に来てくださりお話をしてくださること
もあります。卒業後の進路は三井物産、住
友商事、伊藤忠商事などの総合商社、三菱
UFJ 銀行、みずほ銀行、野村証券、損保ジャ
パン日本興亜などの金融業界、日立製作所、
いすゞ自動車、コマツ、ブリヂストンなど
の大手メーカー、デロイト、アクセンチュ
アなどのコンサルティングや NHK などの

マスコミ、大学院を経て大学教員やシンク
タンク研究者、国家公務員総合職など、多
岐にわたります。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミ活動の良さは、仲間と一緒に難し
い課題に取り組むことです。活動に必
要なのは、「やる気」や「積極性」であ
り、今勉強が得意であるかは全く関係
ありません。市田ゼミで一所懸命に頑
張りたいという思いを持った方、市田
ゼミでお待ちしています。

市田 敏啓国際貿易と経済学

人数：3 年生 9 人、4 年生 8 人　執筆者：番場 卓思

先生横田 一彦国際貿易研究

先生

■ 研究テーマ
リスクマネジメント論

■ 活動内容
私 た ち の ゼ ミ で は、 毎 週 1 人 ず
つ教科書の内容に関するプレゼン
テーションと討論を行っています。
これから AI や IOT の技術はさらに
進み、世の中は今以上の速度で目
まぐるしく循環していくことが予
想されます。また、急変する国際
情勢と経済状況の中で企業が散在

しているリスクを予想し、管理す
ることはさらに重要になっていま
す。そのような時代に企業はどん
なリスクを考え、どのようなリス
ク管理方法を行うことが望ましい
か、その手段について学びを進め
ています。

■ 新ゼミ生へ  
こんにちは。私たち李ゼミでは、
運動部や留学生など多様な人が所
属しています。このような多様な

人たちと顔を突き合わせて学習し
ていくことは大学生活において貴
重な機会になると思います。ゼミ
生間の仲も良くて、授業はもちろ
ん様々なイベントを開催していま
す。仲良くて楽しいゼミ活動をし
たい方、他の学校活動とゼミ活動
を両立したい方はぜひ本ゼミで頑
張っていただきたいです。

李 洪茂リスクマネジメント研究

人数：3 年生 20 人、4 年生 23 人　執筆者：オ ウォンテク

先生

■ Research Theme
In this zemi we investigate 
the  dynamic  and complex 
i n t e r n a t i o n a l  b u s i n e s s 
environment.  We focus on 
business-related strategy – 
including foreign market entry, 
innovation, local adaptation, M&A 
– but also on the business-society 

interface, including issues related 
to climate change, political 
stability, and social development. 

■ Activities
The zemi offers  a  range of 
different activities, including 
group work and presentations, 
online simulations, meetings 
with company representatives, 

case study discussions, and 
i n t e r a c t i o n s  w i t h  f o r e i g n 
visitors. Zemi students will also 
get the opportunity to take part 
in the GMP forum with other 
students enrolled in the Global 
Management Program. 

■ 新ゼミ生へ  
The goal  of  this  zemi is  to 

help you gain the skills and 
confidence to work in a global 
business environment. If you 
are thinking of wording in an 
international context and care 
about global  business and 
society, this is a good choice for 
you!

エドマン ジェスパーInternational Corporate Strategy

人数：3 年生 14 人、4 年生 8 人　執筆者：エドマン ジェスパー先生

人数：3 年生 15 人、4 年生 14 人　執筆者：3 年生一同

①②③④⑤を並び替えてできる都市を持つ国
はどこ？

〈横のカギ〉
A　「お茶の間」とも呼ぶ。
C　 イタリアの物理学者。彼の名前が付いた電

池で有名。
D　出入りや通行のための道。
E　天下統一を目指した安土桃⼭時代の武将。
G　 フランスの数学者。フランスのガウスと呼

ばれる。
H　じしゃくポケモン。

〈縦のカギ〉
B　広島発祥の自動車メーカー。
C　世界最大級の仏教寺院。
E　アメリカ合衆国最初の黒人大統領。
F　手札が１枚になったら叫ぼう！
G　誰もが一度は落ちるもの。

答えは QR コード先に！
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先生

■ 研究テーマ
研究テーマは機械学習とファイナ
ンスで、2023 年度は因果推論も勉
強します。機械学習はデータを使っ
て予測したり分類したりします。
データは画像や文章でも構わない
のですが、ゼミでは主に金融関連の
数値データを使います。健康診断の
結果コレステロール値が高いと運
動量を増やすようにアドバイスさ

れることが多いのですが、データ上
は運動量が多い人はコレステロー
ル値も高いという傾向があります。
因果推論ではこのようなパラドッ
クスを解決する手段を学びます。

■ 活動概要
実際にプログラムを動かして、プ
ログラム言語 Python と機械学習を
ひととおり学びます。その後、例
えば、ある日の株価の騰落 ( 上昇 / 

下落 / 不変 ) を前日までのデータか
ら予測するモデルを作りアンサン
ブル学習を行なうなど、金融への
応用事例を学ぶなかで実力を高め
ていきます。また、株式投資シミュ
レーション・ゲームや他大学とディ
ベートをして、ファイナンスにつ
いても知識を深めます。

■ 新ゼミ生へ   
時間を守り自分の守備範囲はきち

んとこなすなど、チームで活動でき
ることは前提です。その上で、ゼミ
でこういうことをやりたいという
イメージを持っている人を重視し
ます。その方向が互いに調整でき
て、ゼミとしてまとまった活動がで
きそうな方々でゼミを構成できれ
ば、学生生活最後の 2 年間を有益
に送ってもらえると思います。

谷川 寧彦コーポレート・ファイナンス

人数：3 年生 6 人、4 年生 4 人　執筆者：谷川 寧彦先生

先生

■ 研究テーマ
世界中の企業の経営について学び
ます。企業の目的、行動、戦略、ファ
イナンス、ガバナンス、パフォー
マ ン ス（ 収 益 性、 成 長 性、ESG）
等を国ごとに比較し、各国の企業
の共通点と相違点とを考察します。
そして、そうした国ごとの企業の
特徴が、その国の経済、法律、文化、
宗教などから生じているかどうか
も検討します。 

■ 活動内容
ゼミでは、世界の企業、経済、法
律、文化、宗教等の知識を身につけ、
分析力・考察力を高めるとともに、
英語と日本語のどちらでもプレゼ
ンテーション、ディスカッション、
ライティングができるようにしま
す。また、今や広田ゼミの伝統と
なった慶應義塾大学や一橋大学と
のインターゼミ（日本語で実施）、
中国・香港・台湾・韓国・シンガポー

ルなどの海外の大学の学生との共
同学習（英語で実施）も行います。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミでの学習に情熱を持って取り
組み、君たちの資質とポテンシャ
ルを著しく伸ばし、10 年後に日本
で、あるいは世界で、グローバル
な社会に貢献する人になることを
願っています。

広田 真一The World's Corporations in a Globalized Society

人数：3 年生 8 人、4 年生 8 人　執筆者：広田 真一先生台湾の大学でのプレゼンテーション

先生

■ 研究テーマ
行動経済学の視点から金融を学
ぶゼミです。心理学と経済学を
組み合わせた行動経済学のテー
マである「なぜ人間は非合理な
行動をするのか」を切り⼝に、
金融分野の研究を行います。

■ 活動内容
3 年生では行動経済学の教科書の
輪読を行いつつ、グループに分

かれて商学部懸賞論文に向けて
準備を進めていきます。研究を
進めるなかで、ビブリオバトル
やゼミ合宿、他大学との合同ゼ
ミを行い、多くの発表機会を設
けています。またグループ活動
が中心なので、ゼミ生と切磋琢
磨しながら学ぶことが出来ます。

■ 新ゼミ生へ  
尾崎ゼミではメリハリを大事に

活動しており、学んだことをアウ
トプットする機会が多くありま
す。金融をメインとしたゼミでは
ありますが、ゼミ生が興味ある分
野を行動経済学の観点から学ぶ
ことが出来ます。学生の主体性を
重視し、学生が新しい取り組みを
提案することも可能です。学生生
活最後の 2 年間を尾﨑ゼミで有
意義なものにしましょう！

尾﨑 祐介フィナンシャル・エコノミクス

人数：3 年生 11 人、4 年生 11 人　執筆者：佐藤 柚衣

先生

■ 研究テーマ
保険を題材にしていますが、ゼミで
扱うテーマはとても広いです。保険
は社会の様々な領域にかかわってい
るためです。特に、外国の保険制度
やグローバルな保険に関心を持って
います。具体的研究テーマはゼミ生
が議論して決めます。現 4 年生は、
地球環境保護に向けた後発開発途上
国支援に向けた新たな再保険システ
ムの創設を研究し、日本語・英語で

提言し、論文にまとめました。

■ 活動内容
ゼミ生がどのような能力を高めたい
かを討議したうえで活動を計画しま
す。昨年は米国の保険のテキストを
もとに、英語と日本語でプレゼンや
討議を行いました。秋には「東京学
生保険ゼミナール」に参加して研究
発表や論文作成をしました。実務者
を招いた討議もしています。加えて
GMP ゼミとして、他のゼミと協働

して海外大学や GMP との交流も盛
んに行っています。

■ 新ゼミ生へ 
本ゼミは、学生主体で運営を行うと
ころに特徴があります。そのため、
自ら主体的に活動することが大切で
す。GMP ゼミとして英語を使う機会
も非常に多いです。しかし英語より
も、発言する積極な姿勢や中身が最
も大切です。主体的にゼミを運営し
ていきたい人を募集しています。

中出 哲Study of Insurance from a Global Perspective

人数：3 年生 9 人、4 年生 9 人　執筆者：樺島 由梨花
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先生

■ 研究テーマ
当ゼミのテーマの中心はマクロ経
済学の理論です。マクロ経済学は
時代の変化の中で大きく変化して
おり、さまざまな考え方を含んで
います。私たちは一つの立場にこ
だわることなく、それらを並列的
に学習し、異なった考え方の相違
点や背景について研究しています。

■ 活動内容
ゼミは 3 限から 5 限まで 3 コマ連

続で行われ、3 年生は 3、4 限、4
年生は 4、5 限に参加します。３
限と 5 限にはマクロ経済学に関す
る本や論文を輪読し、4 限には 3・
4 年生共同で、マクロ経済のシミュ
レーション分析の実習を行ったり、
自由なテーマによるプレゼンテー
ションを行っています。その他、
合宿や企業見学を行っています。

■ 新ゼミ生へ  
⽚岡先生は非常に学生思いで、一

人ひとりにしっかりと目をかけて
くださいます。またゼミの授業は
知的な楽しさに満ち溢れています。
ゼミで新たなチャレンジをしたい
人、大学でしかできないことをや
りたいという人の参加をお待ちし
ています。

片岡 孝夫マクロ経済理論

人数：3 年生 15 人、4 年生 13 人　執筆者：鴨志田 未来

先生

■ 研究テーマ
当ゼミでは、発展途上国が現在抱
え る 諸 問 題 を 研 究 テ ー マ と し て
扱っています。具体的には、発展
途上国における経済発展の施策や
都市失業、そしてミクロネシアを
はじめとした太平洋島諸国につい

て研究しています。
■ 活動内容
3 年時には、開発経済学の教科書や

資料を用い、輪読とプレゼンをし
て進めていき、経済理論の学習な
どを行います。後期は各々で研究
対象とする国を設定し、情報集め
を行った上で学期末にタームペー
パーと呼ばれる卒業論文の初稿を
作成します。サブゼミでは、実用
的な英語の学習や卒業論文に不可
欠な計量や統計の手法をエクセル
で学習します。4 年時には、各自卒

業論文作成に 1 年間かけて取り組
みます。今年度は新型コロナウイ
ルスの蔓延によって行えませんで
したが、ゼミ合宿や OBOG 会も実
施します。こうした活動はゼミ生
の自主性に任されており、海外大
学への訪問をした年もあります。

■ 新ゼミ生へ  
私たちのゼミでは、ゼミ生の主体
性に任されており、自由に学ぶこ

とができます。世界が変動する今、
途上国経済への理解は欠かせませ
ん。現在、海外大学への訪問など
も企画中です。高瀬ゼミで有意義
な 2 年間を過ごしましょう。

高瀬 浩一開発経済学研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 9 人　執筆者：山田 雄大

先生

■ 研究テーマ
保険会社の戦略や保険事業の特
性等から題材を取り上げて研究
します。
皆さんに積極的な関心を持って
もらえる主題を取り上げます。
題材に応じて数理的な考察を行
いますが、数学の知識は特に必
要ありません。

■ 活動内容
今年度は、『損害保険会社の海
外進出方法』、『日本の保険市場
はなぜ成熟しているのか』の 2
軸で研究を行う予定です。時に
はグループディスカッションを
行いテーマについての理解を深
めます。

■ 新ゼミ生へ  
本 ゼ ミ は 今 年 で 開 講 2 年 目 で

す。最大の特徴は先生と学生の
距離の近さです。先生は優しく
なんでも相談に乗ってくださる
ので、思ったことは何でも話す
ことができます。先生は保険会
社で勤務経験があるので、高度
な質問も詳しく答えてもらうこ
とができます。堅苦しい雰囲気
のないゼミですので馴染みやす
く楽しく活動できます！

星野 明雄保険経営と数理

人数：3 年生 14 人、4 年生 2 人　執筆者：近藤 奎介＋星野 明雄先生

先生

■ 研究テーマ
当ゼミでは、数理解析の手法や東
欧地域に関する研究を行います。
数理解析手法や統計的手法を経済・
経営現象や東欧地域での社会現象
に適用して思考能力を養います。

■ 活動内容
3 年次は数理解析および東欧に関
しての基礎的な知識を幅広く学習
し、 4 年次はその応用的な学習及び

卒業論文を作成します。
またゼミのプロジェクトとして、
毎年東欧地域でゼミ合宿を行って
います。2022 年度はハンガリーの
カーロリ大学の学生と交流し、対
話の中からグローバル社会を「多
面的に見る」力を養いました。

■ 新ゼミ生へ  
毛利先生はゼミ生のレベルを見な
がら懇切丁寧に寄り添い導いてく

ださります。
早稲田大学で最もゼミ生と先生の
距離が近く、貴重な経験ができる
この毛利ゼミで「数理能力× グロー
バル能力」を身につけ、人工知能
にとって代わられない人材を目指
しませんか ?

毛利 裕昭数理計量分析研究

人数：3 年生 5 人、4 年生 4 人　執筆者：入江 颯
2022 年 11 月ゼミ合宿中にハンガリーとス
ロバキア国境で撮影
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先生

■ 研究テーマ
本ゼミの副題は－「特技」とし
ての統計分析とコンピュータ操
作－です。したがって本ゼミの
目的は、ゼミ生全員が統計分析
能力とコンピュータ操作能力を
身につけることです。

■ 活動内容
3 年次には統計学の基礎を丁寧
に学習します。春学期には教科

書の輪読で基礎知識を吸収し、
Excel を用いて統計分析を行い
ます。秋学期には問題演習を中
心に行い、統計検定 2 級の合
格を目指します。4 年春学期に
は統計学の一分野である計量経
済学を教科書の輪読と統計ソフ
トの使用を通じて学びます。4
年秋学期には総まとめとして卒
業論文を執筆します。

■ 新ゼミ生へ  
教科書の輪読などでの知識吸収
と、実際にコンピュータ操作を行
う演習のバランスの取れた本ゼミ
では、統計分析を「特技」として
身につけることが可能です。さら
に、本ゼミは比較的少人数である
ため、坂野先生から細やかな指導
が受けられます。皆さんのご参加
をお待ちしています！

坂野 慎哉コンピュータによる統計分析とその応用

人数：3 年生 4 人、4 年生 7 人　執筆者：須藤 美季

先生

■ 研究テーマ
本ゼミでは、企業を取り巻く様々な
問題を多角的にデータ分析していま
す。具体的には「企業の不祥事が株
価に与える影響」「働き方改革が業
績に与える影響」など企業活動を理
解する上で必要な問題を取り扱って
います。経済トラックでありながら
扱う領域は多岐に渡り、行動経済学
やマーケティング、経営戦略、国際
経営なども用います。

■ 活動内容
3 年生は先生から提示される学問
についてグループで分析、プレゼ
ン発表、論文作成などを行います。
昨年度は行動経済学を主に学びつ
つ、関東学生マーケティング大会
にも出場しました。今年度は経営
戦略や国際経営について学ぶとと
もに、秋には台湾研修を予定です。

■ 新ゼミ生へ  
本ゼミでは経済学を中心に幅広く

自分の興味関心に合わせて学習す
ることができます。また、海外で
のゼミ合宿等もあるため、ゼミ生
同士の仲が深まること間違いなし
です！
Tw i t te r：https://twitter.com/
kubozemi_2022
Instagram：https://www.
instagram.com/kubozemi2022

 久保 克行企業の経済学

人数：3 年生 24 人、4 年生 25 人　執筆者：志水 陽紀、山根 彩

先生

■ 研究テーマ
産業組織論は、企業を経済主体とし
て扱い、市場・産業における企業の
相互依存関係や消費者行動を分析す
る応用ミクロ経済学の一分野です。
日頃接している小売企業の戦略はど
のように分析できるのか、またそう
した戦略は消費者にどのような影響
を及ぼすのかといった問いを経済学
的な視点を中心に考えます。また、

ゼミではデータ分析の手法も学習し
ます。実際にデータをみて自ら分析
することで、多くの発見を得ること
ができます。 

■ 活動内容
3 年次には文献の購読とゼミ生によ
る報告を行い、産業組織論の基礎
的な理論やトピックを学習します。
昨年度は代表的な教科書や、小売
企業の戦略についての政策的立場

を論じた英文論文などを輪読しま
した。また、後半には、データ分
析の学習や演習をふまえてグルー
プワークを行いました。4 年次には、
個人研究の発表と卒論の作成を行
います。自ら問いをたてデータを
収集し、統計学的手法を用いて分
析・考察を行います。

■ 新ゼミ生へ  
グループワークや卒論研究では、必

ずしも産業組織論の枠にとらわれ
る必要はなく、自身が重要だと思う
問題を深く考察してほしいと考えて
います。関心はあるけれど一見どう
扱ってよいのかわからないテーマを
どのように分析可能とするかはゼミ
生次第です。そのような問いにこそ、
重要な問題提起がかくれている可能
性があります。一緒に活気あるゼミ
を創っていきましょう。 

加納 和子産業組織論研究

人数：3 年生 14 人、4 年生 12 人　執筆者：加納 和子先生

先生

■ 研究テーマ
人や企業の行動、社会現象を説明するた
めに社会科学には様々な理論がありま
す。それらの理論の妥当性を検証するた
めに、「理論の与える仮説が現実のデー
タとマッチしているかどうか」、また「現
実のデータを理論がどの程度説明できる
か」を統計的にチェックする方法があり
ます。計量経済学はそのためのツールで
す。理論の検証以外にも計量経済学は用
いられます。例えば、政府が行った政策

の定量的評価や、「ある製品の価格や属
性が変化したときに、その製品や他の製
品のマーケットシェアはどのように変化
するか」などの予測にも用いることがで
きます。このゼミは、（1）計量経済学の
手法の理解、そして（2）計量的手法を
用いて現実のデータを分析する能力を身
につけること、を目的とします。

■ 活動内容
計量経済学の学習は、「理論」の学習
と「応用」（すなわち計量の理論をどの

ように現実のデータに用いるのか）の
学習の二本立てになります。「理論」に
ついては教員による講義がメインです。

「応用」については、計量ソフトを用い
て現実のデータを分析することで、計
量的手法を実際に使えるようになるこ
とを目指します。3 年次の後期は 2 つ
のチームをつくり、それぞれのチーム
で論文を作成し、学部の懸賞論文に応
募することを目標とします。この過程
で学術論文の書き方を学習します。4

年次は自分でトピックを選び卒業論文
を作成してもらうことになります。

■ 新ゼミ生へ  
履修に際しては（1）必修科目「基礎数
学」程度の数学の知識、（2）選択科目「基
礎統計学」程度の確率・統計学の知識、

（3）初級レベルのミクロ経済学の知識、
そして（4）Excel と Word が使える程
度のコンピュータのスキル、が前提と
なります。この中でも確率・統計の知
識は特に重要になります。

片山 東 計量経済学とその応用

人数：3 年生 5 人、4 年生 2 人　執筆者：片山 東先生
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先生先生

■ 研究テーマ
統計的手法で企業分析を行います。
具体的には、戦後の日本企業のシ
ステムの変遷や今後の課題を、経
営や経済、金融などの面から分析
します。「企業」「金融機関」「政府」
それぞれの組織行動に着眼点を置
きます。経済学をはじめ、経営学、
統計学、会計学を含めた総合的な
学習ができます。多岐に及ぶ分野

を学習するため、将来社会に出て
役に立つ知識が身につきます。

■ 活動内容
本ゼミでは、毎回発表班と質問班
に分かれて、与えられた課題につ
いて議論を交わします。基本的に
ゼミ生主体の活動となり、先生に
は内容のまとめ、補足などゼミ生
のフォローをしていただいていま
す。 サ ブ ゼ ミ で は、Excel を 用 い

て統計学を基礎から学び、分析の
手法を身につけます。また、30 年
を超える歴史を持つ宮島ゼミでは、
OBOG の方々の人数が多く、交流
が深いです。

■ 新ゼミ生へ   
当ゼミのモットーは「スポーツの
ように勉強する」です。基礎的な
ことを突き詰めて自身の研究を深
めていくことは、とてもやりがい

があります。アットホームかつ緊
張感のある活動の中で、そのやり
がいを感じたい人、企業研究に取
り組みたい人、世の中の流れを広
く知りたい人など、意欲のある皆
さんの参加をお待ちしています。
Twitter： https://twitter.com/
miyajimaseminar
Instagram： https://www.
instagram.com/miyajimaseminar/

宮島 英昭日本企業システムの経済分析

人数：3 年生 20 人、4 年生 20 人　執筆者：宇津木 聖人、中橋 美結

先生先生

■ 研究テーマ
国際経済学は、ものの流れを対象と
する国際貿易論と、かねの流れを対
象とする国際マクロ経済学 ( 国際金
融論 ) から構成されます。これらを
学ぶ上で、ミクロ経済学やマクロ経
済学の基礎をしっかりと修得するこ
とが前提となります。また、理論の
みならず、その応用としての経済政
策についても研究を行います。

■ 活動内容
3 年生のゼミでは、まずミクロ・マ
クロ経済の基礎理論を取り上げ、そ
の後、国際経済学の分野へと進みま
す。テキストの指定範囲をグループ
ごとに報告してもらい、ゼミ生間の
議論を通じて国際経済学に対する理
解を深めることになります。4 年生
は 1 年間学んだ理論的背景をもとに、
みずからテーマを設定して卒業論文

の執筆にあたります。経済学の分析
手法などを用いて 2 年間の研究成果
をまとめる機会となります。サブゼ
ミは、本ゼミの準備に充てる場合も
あれば、懸賞論文に取り組む場合も
あり ( 日銀懸賞論文等で入賞してい
ます )、ゼミ生自身が決めることに
なっています。毎年 9 月にはゼミ合
宿を行い、研究だけでなく、スポー
ツやバーベキューなどゼミ生間の親

睦を深める機会となっています。

■ 新ゼミ生へ  
ゼミは研究報告や相互の議論をと
おして、ものの見方やものの考え
方を身につける場です。このよう
な知的な取り組みは、社会に出て
からさまざまな場面で役立つもの
と思います。ゼミは共同作業の場
なので、各種の活動に協調して取
り組む姿勢が必要になります。

横山 将義国際経済学研究

人数：3 年生 9 人、4 年生 8 人　執筆者：横山 将義先生

先生

■ 研究テーマ
The primary aim of this seminar is 
to facilitate students in enhancing 
their decision-making proficiencies. 
Empirical investigations endeavor to 
infer a causal conclusion regarding 
the research inquiry by utilizing data 
obtained through observations or 
experiments.  

■ 活動内容
This seminar mainly concentrates 

on quantitative analysis,  thus 
enabling students to acquire a 
comprehensive understanding of 
econometrics and to adeptly utilize 
statistical software like Stata to 
deduce legitimate causal inferences. 
Once they have established a solid 
foundation in empirical research, 
students will be expected to present 
their own research proposals, which 
could pertain to any field, such as 

the healthcare system, education 
system, or financial laws. 

■ 新ゼミ生へ  
Upon successfully completing 
the seminar, students should be 
able to scrutinize the impact of 
policies using an evidence-based 
methodology,  a fundamental 
skill that would be exceptionally 
advantageous for their future 
careers or graduate studies.

富 蓉Empirical Study of Policy Evaluation

人数：3 年生 4 人、4 年生 1 人　執筆者：Sizhe Liu、Rong Fu 先生

先生

このゼミでは、数理経済学に関
する研究を行います。主に意思
決定理論とゲーム理論に焦点を
当て、実証・規範両面から研究
を行います。担当教員はこの分
野の専門家であり、特に合理性
の仮定に関する研究と、そうし
た研究をゲーム理論等の関連分
野に応用する研究を行っていま

す。ゼミの目標は、卒業論文と
して一定程度独自性のある研究
をまとめることです。３年次は
数学書の輪読を行い、必要な数
学の知識を身につけます。数学
は第二外国語としてコスパが良
く、一年間の勉強で多くの学術
書や論文が読めるようになりま
す。４年次は卒業論文のテーマ

を決め、関連書籍を読みながら
研究を進め、成果をまとめます。
ゼミ生にはゼミでの研究活動を
最優先することを期待します。
並行履修科目としてゲーム理論
と戦略を設定します。

原 和弘数理経済研究

人数：3 年生 1 人　執筆者：原 和弘先生
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先生

■ 研究テーマ
近現代日本の経済発展に関する
マクロ的な分析や日本における
企業システムの形成過程に関す
るミクロ的な分析などを中心に
研究を行っています。

■ 活動内容
３年春学期に経済史・経済学の
基礎を勉強し、夏合宿を経て、

秋学期にはテーマ研究を通じて
実 際 の 分 析 手 法 を 身 に つ け ま
す。これと並行して各自の研究
テーマを徐々に絞り込みます。
ゼミの最終目標は各自のテーマ
について、ある程度の長さをも
ち、必ず１つ以上のオリジナル
な論点を含む論文にまとめあげ
ることです。４年のゼミは、ゼ

ミ生相互の議論によって修正を
繰り返しながら、この論文を仕
上げることに充てられます。

■ 新ゼミ生へ  
オリジナリティのある論文を作
成するのは、決して楽なことで
はありません。ですから、ゼミ
生にはいい加減な議論でごまか
さ ず、 解 決 策 を 得 る ま で 真 剣

に努力を続けることが必要とさ
れます。厳しさと楽しさを両立
できる学生の参加を待っていま
す。

花井 俊介日本経済史研究

人数：3 年生 8 人、4 年生 8 人　執筆者：花井 俊介先生

先生

■ 研究テーマ
石油や天然ガスなどの化石燃料や太
陽光や風力などの再生可能エネル
ギーについて、文献や統計データを
基に分析し、国際経済や国際政治に
与える影響を研究します。SDG’s や
ウクライナ侵攻といった最近の出来
事についても取り扱います。

■ 活動内容
3 年次には『エネルギー白書』などの
文献をもとにゼミ内での個人発表を行

い、エネルギー産業への基本的な理解
を深めていきます。その後、グループ
ワークとして自分たちで研究テーマの
決定及び研究・発表を行うことで、よ
り主体的に活動に取り組んでいきます。
文献と現状とのギャップを教授からの
アドバイスで埋めつつ、ゼミ生同士で
意見交換を行う事で、エネルギー産業
への総合的な理解を得る事が出来ます。

■ 新ゼミ生へ  
資源エネルギーは、私たちの豊か

な生活を根底から支えている一方
で、紛争あるいは環境破壊の原因
にもなっています。エネルギー産
業は経済だけでなく各国の宗教・
政 治 な ど あ ら ゆ る 分 野 に 深 く 関
わっています。また近年では各国
が様々な施策を行っているため、
非常にホットな分野でもあります。
個人のペースに合わせた活動が出
来る当ゼミで、エネルギー産業や
国際経済の研究をしてみませんか。

池尾 愛子国際経済関係研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 13 人（うち１人留学中）　執筆者：齋藤 直輝

先生

人数：3 年生 9 人、4 年生 10 人　執筆者：矢後 和彦先生

T h i s  z e m i  c o u r s e  d e a l s 
w i t h  h i s t o r y  o f  e c o n o m y 
a n d  b u s i n e s s  f r o m  g l o b a l 
perspectives. Students learn 
how to handle the archival 
r e c o r d s  o f  i n t e r n a t i o n a l 
institutions and/or global firms, 
how to frame their questions 
and replies on history,  and 

how to apply their historical 
knowledge. 

Y o u  a r e  r e q u i r e d  t o  r e a d 
numbers and records in history, 
but no technical knowledge 
is necessary: we historians are 
the generalists. Only thing I 
ask the students to do in this 

zemi is to “enjoy”: just feel free 
to read history, jump into the 
international forum, and enjoy 
tackling the global issues in 
front of you.  

矢後 和彦Economic and Business History: Global Perspectives

先生

■ 研究テーマ
小倉ゼミでは、「働くこと」を
研究対象としています。ほとん
どの学生は、社会人になります
が、その多くは企業や組織に「雇
われて働く」のです。それを雇
用労働と言います。その際に、
どういう問題があり、またどう
考えていくのかということを研
究対象としています。

■ 活動内容
半期ごとに、3 ～ 4 人のグルー
プを入れ替えて、各グループが
研究テーマを設定し、半年間、
リサーチして最後に発表しま
す。就職活動の問題点、大企業
と中小企業の労働条件格差、働
き過ぎと過労死、人事評価制度
の問題点、女性の働き方とワー
クライフバランスなど、様々な

テーマを自由に設定し、活発な
議論が繰り返されています。

■ 新ゼミ生へ  
社会人としてのマナーを身につ
け、自主的に行動すれば、学生
時代の貴重な経験になるでしょ
う。

 小倉 一哉雇用労働研究

人数：3 年生 16 人、4 年生 15 人　執筆者：小倉 一哉先生
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先生

■ 研究テーマ
イノベーションを企業の競争戦略
や組織構造、産業組織の観点から
歴史的に分析しています。大きく
は、（1）イノベーションにはどの
ようなパターンがあるのか、（2） 
イノベーションのパターンに影響
を与えるのはどのような要因があ
るのか、（3）企業はイノベーショ
ンのパターンをどのように戦略的
に活用できるのかの 3 点を中心に

分析をしています。

■ 活動内容
ケースや論文、書籍などを読むと
ともに、実際に分析や提案を行っ
ていきます。とにかく巨人の肩に
のぼります。OB,OG とのコミュニ
ティも大切にしています。

■ 新ゼミ生へ  
2019 年から開講した新しいゼミ
です。これからどのようなゼミに
なっていくのか楽しみです。やる

ことは多いとは思いますが、それ
だけ得るものも多いはずです。楽
をしたい人はぜひ遠慮してくださ
い。せっかく大学にきたのだから、
ゼミに入って勉強した方がいいよ。
できるだけ濃い議論をと思ってい
るので、人数は 8 ～ 10 人程度と
絞っています。
https://sites.google.com/site/
hiroshishimizu529/introduction

清水 洋イノベーション研究

人数：3 年生 10 人、4 年生 10 人　執筆者：清水 洋先生

先生

■ 研究テーマ
産 業 組 織 論 と マ ク ロ 経 済 学 の
ツールを用いて、企業の参入・
成長・縮小・退出といったミク
ロレベルのダイナミクスと産業
や国の成長や生産性といったマ
クロレベルのダイナミクスの関
係を研究します。 

■ 活動内容
3 年次春学期のゼミでは、企業の
参入・退出、投資、資金調達に関
する基本的な理論モデルと実証
分析について、学術論文を参照し
ながら学びます。生産関数の推定
とマクロモデルの取り扱いにつ
いても学びます。続いて、3 年次
秋学期のゼミでは、企業の海外展

開、立地選択、取引ネットワーク、
イノベーションに関する基本的
な理論モデルと実証分析につい
て、学術論文を参照しながら学び
ます。並行して各自の研究テーマ
の選定を進め、4 年時における卒
業論文の執筆に向けた準備を進
めます。4 年次のゼミでは、卒業
論文プロジェクトに注力します。

■ 新ゼミ生へ  
基本的な理論モデルと実証手法
を習得することで、ミクロ・マク
ロレベルのダイナミクスに関係
する幅広いテーマを取り扱うこ
とができるようになります。ご自
身のキャリアにおいて分析的な
仕事（注：学術研究に限りません）
を志向する学生を歓迎します。

宮川 大介産業・企業ダイナミクス研究

執筆者：宮川 大介先生
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■大学院生の部

最優秀論文賞 李 春江 
 「The economic effects of nuclear power plants in China －Quantitative case studies with the synthetic control method－」

■学部学生の部

最優秀論文賞 佐伯 宙哉、寒河江 智也 
 「ターゲットのリスクは的確に捉えられているのか －国内M&Aにおける割引率の影響について－」

優秀論文賞 川野 孝誠、土屋 舞緒、林 遼哉 
 「シグナリング理論からみる政府助成金の効果 －日本の研究開発型スタートアップにおける実証分析－」

佳　作 石橋 海歩 
 「「Instagram投稿における効果的な食品レイアウトの解明 －「食べる・飲むイメージのしやすさ」に着目して－」

 金島 圭哉 
 「サウンドロゴのリズムが消費者心理に与える影響 －音楽的期待に着目して－」

 藤井 大輔、山村 明莉、平形 元 
 「服の色は創造性を上げるか」

 関 宗一朗、山路 大暉 
 「政策保有株式の売却資金が企業行動に与える影響 －トービンのqを用いたサンプル間差異の測定－」

 古谷 龍汰、大道 海翔、新濵 貴子 
 「ビジネスモデルは上場企業の企業価値に影響を与えるのか －価値の源泉と可読性の観点より－」

 大石 愛理、大西 一樹、加藤 渚、陳 イン、前田 向貴 
 「機関投資家が日本企業のESG経営に与える影響」

 五十嵐 采佳、浦田 尚弘、神 亮輔、館 彩子、洪 性準 
 「タイの産業構造と所得格差 －県レベルの産業データを用いた実証分析－」

 西澤 翔太、中原 和志、小池 彩楓、鈴木 萌乃佳 
 「インドネシアのグローバル・バリューチェーン参加が技能別平均賃金に与える影響」

2022年度　早稲田商学学生懸賞論文　入賞論文

早稲田商学学生懸賞論文は、学生の皆さ

んの学業面における成果である優秀な論文

を表彰するとともに、その成果を内外に知

らしめることを目的として、早稲田商学同攻

会が運営しています。卒業論文やゼミ論文

などの研究成果は、多くの場合ゼミ等の内

部でのみ共有されます。しかし、せっかく

の成果ですから、多くの人たちに知ってもら

うことも大切です。ゼミの先輩や担当教員

だけではなく、他の教員から評価を受ける

ことで研究のさらなる深化が達成できたり、

研究成果の客観的な評価を得られたりする

ことにもなります。

審査の結果優秀と認められた論文につい

ては、『早稲田商学学生懸賞論文入賞論文

集』に掲載され、商学部の教員や学生に配

付されます。また、特に優秀と判定された

論文については、その後の査読を経て、教

員の研究成果をまとめた論文集である『早稲

田商学』または『文化論集』に掲載され、全

国各地の大学図書館等に配付されます。ま

た、賞状と副賞(賞金)が授与されるほか、表

彰式および祝賀パーティが開催されます。

早稲田商学学生懸賞論文には、すべての

商学部生が応募できます。近年では、1・2

年生の応募した論文が入賞することも増え

ています。研究テーマが商学に限定されて

いるわけではないので、自身の興味のある

テーマで論文執筆が可能です。また、個人

でもグループでも応募可能です。なお、プ

ロゼミを含むゼミ所属者については、ゼミご

との応募篇数に制限がありますので、ゼミ

内で相談してください。

2023年度の詳細なスケジュールについて

はまだ確定していませんが、例年1月中旬に

応募を受け付け、3月初めに結果発表、3月

下旬に表彰式および祝賀パーティという流

れになっています。12月ごろに商学部Web

ページやMyWasedaの「お知らせ」を通じて

詳細をお知らせします。

多くの皆さんの応募をお待ちしています。

 早稲田商学同攻会編集委員会

早稲田商学学生懸賞論文応募のお誘い

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

2022年度の「早稲田商学学生懸賞論文」では、大学院生の部と学部学生の部にあわせて28篇の応募がありました。

1つの論文につき2名の先生方による一次審査とその結果をふまえた合同審査会での厳正なる審査の結果、下記の方々が入賞しました。

※ 各賞入賞論文は応募受付順に並んでいます。
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 執筆動機

今回提出した懸賞論文は私の修士論文で、

2020年に大学院に進学後2年をかけて仕上げ

たものです。私は環境経済学の外部性問題と

計量経済学に興味があり、応用計量経済学の

勉強会に出席していました。その勉強会で紹

介された日本の原子力発電所の経済効果を推

定した論文のアイデアと手法にひかれ、修士

論文では原子力を積極的に推進している中国

における原子力発電所の建設効果の推定に取

り組むことにしました。

 論文の内容

論文では「原子力発電所の建設が地域経済

にどのような影響を与えるか」という問いを検

証しました。原子力発電所の建設は外部投資

をもたらし、地元の産業を潤わせ雇用を増大

させます。一方で、建設によって核廃棄物や

放射性物質、さらに事故などのリスクが生じ、

当該地域から地元住民が流出したり、工場が

撤退するという負の側面もあります。論文で

は前記の問いに関して、原子力発電所がある

中国の６都市を選択し、合成コントロール法

という量的なイベントスタディの方法を用いて

分析しました。

 執筆にあたってのエピソード

論文のデータ収集、分析は修士２学期の終

わり頃に大部分完成していました。しかし、

その後は論文のライティング（センテンス・段

落の構成やつながり、内容の推敲・校正など）

に１年以上かかりました。この期間は３号館の

ライティングセンターに足繁く通い、また⽚⼭

先生にご指導いただきました。ライティングに

日々向き合うことで、正確にわかりやすく読者

に伝える文を書くことの重要性と難しさを痛感

しました。大晦日の深夜にも⽚⼭先生からメ

ールを頂いたことは一生忘れません。先生方

をはじめ⽚⼭ゼミの先輩・後輩からアドバイス

をたくさん頂いたことで、論文を無事完成させ

ることができました。心より感謝申し上げます。

 後輩の皆さんへのメッセージ

今回論文の作成を通じて、読者の視点に立

って文章を書くことの大切さに気付くことがで

きました。皆さんには先行研究をたくさん読

んで、研究のデザインのみならず論文の書き

方も学び、早い段階から論文を書き始め試行

錯誤することをお勧めします。自分のライティ

ングスキルを鍛えることは今後の人生で大き

なプラスになるはずです。懸賞論文はまさに

そのような貴重な機会といえます。ぜひ挑戦

してみてください。

 執筆動機

以前より企業の投資行動についての分析に

ついて興味があったので、規模が大きく測定

しやすいM&Aについて分析を行おうと考えて

いました。M&Aにおいては、買収企業の株価

効果がほとんどゼロであるという事実が過去

の研究から知られており、その理由について

多方面から研究が進められていますが、研究

があまり進んでいない分野として、私たちはタ

ーゲット企業のリスクという観点に注目してM

＆Aについて分析を行いました。ターゲット企

業のリスクはM&Aにおいて非常に重要なファ

クターであり、学術的にも実務的にも意義の

ある研究になると考えました。

 論文の内容

買収企業はターゲット企業のリスクを正しく

評価できていないのではないかという仮定の

もと、「ターゲット企業のリスクが大きいときに

は買収企業の株価効果が低くなる」などの仮

説を立てて重回帰分析を行いました。分析の

結果、仮説通りにターゲット企業のリスクが

高いときに買収企業の株価が低くなるという

結果を得ました。この結果より、日本企業は

M&Aを行う際にターゲット企業の価格をリス

クに応じて正しく割り引くことができていない

という可能性が示されました。また、時系列

に分けて分析をした結果、この傾向は近年に

なるにつれて小さくなっていることが分かり、

日本企業の経営能力が向上していることが示

唆されました。一方、米国企業を対象とした

先行研究と比較すると、日本企業の経営は合

理化が進んでいないので、今後さらなる改善

が必要であるということも推察されました。

 執筆にあたってのエピソード

大枠のテーマは早めに決まっていたものの、

リスクの尺度を決めることや、前提知識の勉

強などに苦労したことを覚えています。そのな

かで、宮島先生や青木先生、ゼミの先輩から

的確なアドバイスをいただくことができ、なん

とか論文を書き上げることができました。そし

て、ともに卒業論文に取り組んだ同期たちと

も切磋琢磨して頑張ることができました。皆

さん本当にありがとうございました。心より感

謝申し上げます。

 後輩の皆さんへのメッセージ

私たちが最優秀論文賞をいただくことがで

きたのは、有益であり独自性もあるテーマを

選ぶことができたからだと思っています。私た

ちは偶然良いテーマを見つけることができま

したが、後輩の皆さんは、自分の興味のある

分野を丁寧に調べ、論文を読んでいくことに

よって適切なテーマを選択することができる

と思います。ぜひ面白いテーマを見つけて、

論文を書いてみてください。そして、卒業論文

を執筆するにあたっては、テーマの決定から

最終稿提出までかなり時間が必要となるので、

スケジュールを立てて早め早めに進めていくこ

とで計画的に論文を書けると思います。頑張

ってください。

The economic effects of nuclear power plants in China
－ Quantitative case studies with the synthetic control method －最 論優 文秀 賞

大学院生の部

ターゲットのリスクは的確に捉えられているのか －国内 M&A における割引率の影響について－最 論優 文秀 賞

■宮島 英昭ゼミ　グループ 2名
佐伯 宙哉、寒河江 智也

■
片
山 

東
ゼ
ミ

李 

春
江
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■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

 執筆動機

私は、大学1年生の冬から宇宙系スタートア

ップでインターンをしておりました。宇宙系と

いうことでやはり理系の学生が多く、学部生

の頃から自身の研究に関してどこどこの学会

で発表を行って、こんな表彰をされたというよ

うなお話を聞く機会が多々ありました。そのよ

うななかで、自分自身も何か目に見える形で

功績を残してから大学を卒業したいと強く思う

ようになりました。また、アカデミックな活動

や研究へ本格的に携わることは大学在籍中に

しかできないと考えたため、学部 3年生であり

ながらも懸賞論文に挑戦しました。

 論文の内容

私たちの班は、研究開発型スタートアップと

呼ばれる企業のエクイティ・ファイナンスに着

目して研究を行っていました。具体的には、

対象となるスタートアップにとって、政府直下

の組織のような公的機関から助成金を受けて

いるということが、ベンチャーキャピタルにと

っては“シグナル”として機能し、資金を獲得し

やすくなるというような内容で研究を行いまし

た。

 執筆にあたってのエピソード

私たちは定量研究を行っていたのですが、

データの分析段階で非常に苦労しました。と

いうのも、メンバー全員統計学について基礎

的な知識以外ほとんど持っていなかったので、

具体的な統計分析の方法や統計ソフトの使い

方、結果の解釈など全てのステップにおいて

躓いたからです。とはいえ研究を進めながら

統計学について学び直すほどの時間はなかっ

たため、様々な方に協力していただきながら

必要な時に必要な知識を入れていくという対

処療法的なやり方でなんとか乗り切ることが

できたというのが最も記憶に残っています。

 後輩の皆さんへのメッセージ

大学在学中はとにかく何にでも挑戦すると

良いと思います。身を置く環境が変わればふ

れあう人々が変わり、自分のマインドも変わり

ます。私も元々論文執筆などに興味はありま

せんでしたが、大学1年時の些細なきっかけで

自分のマインドが変わりました。マインドや行

動が変われば、結果的に得られる経験も変わ

ってきます。論文執筆に限らず大学生でしか

できないことを考え、とにかくたくさん行動し

て自分自身の変化を楽しんでいると色々なチ

ャンスを掴めます。頑張ってください。

シグナリング理論からみる政府助成金の効果 －日本の研究開発型スタートアップにおけおける実証分析－論優 文秀 賞

服の色は創造性を上げるか佳 作

 執筆動機

私たちが所属する⼭野井ゼミは、春学期に

経営に関する諸理論を教科書や論文等で学習

した後、懸賞論文提出に向けてグループで研

究に励むことが 3年次の活動です。初めての研

究活動、論文執筆ということで、右も左もわ

からない状態でしたが、⼭野井先生やゼミの

先輩のアドバイスを受け、グループメンバー3

人で無事、執筆することができました。

 論文の内容

「服の色とクリエイティビティ（創造性）の関

係」に迫るのが私たちの研究のテーマです。昨

今、これまでスーツの着用が一般的であった

ビジネスシーンの服装が変化しつつあります。

そんな背景から「働く環境において最適な服

装があるのではないか？」と思い服の色に着目

し、研究をはじめました。しかし、服の色が

集中力や創造性に与える影響というのは研究

が十分ではなく、それゆえに該当となる論文・

書籍を十分に見つけられず、経営分野ではな

い文献を読んだりしました。分野横断的に進

める研究は大変でしたが、研究者の一員とし

て微力ながら新たな研究分野を進めていると

いう感覚は大きなやりがいでもありました。

 執筆にあたってのエピソード

最も大変だったことは実験の実施です。私

たちの研究は 3名のグループワークにおけるク

リエイティビティを測るものですので、募集し

たグループ 3名のうち一人でも欠けると実施で

きなくなってしまいます。そのため毎回の集合

時間は、3名の方が無事に来るのをひやひや

しながら待っていました。実験で苦労した分、

なんとか研究を修めたいと苦心し分析を続け

た末に、示唆に富む結果を得られて良かった

と思っています。

 後輩の皆さんへのメッセージ

商学部には様々なゼミがありますが、研究

活動というものに地味な印象を持つ人は多い

かもしれません。しかし今思えば、3年次に研

究の一連のプロセスを実践できたことは、非

常に貴重な体験でした。研究活動は仮説を立

て、知識・知見を蓄え、最終的に論文という

形で体系的かつ論理的に伝えるという、多く

のステップが必要な行いです。このような研究

活動を経たことで、今では単にビジネスのこ

とを学ぶだけでは得られないような「すぐに役

立つわけではないが長い目で見た時に大きな

意味を持つ深い知」こそ大学時代に得るべき

ものだと考えるようになりました。ゼミなどの

場でアカデミックな世界に触れることは非常に

大きな価値を持つものだと思います。ぜひ挑

戦してみてください。

■井上 達彦ゼミ　グループ 3名
川野 孝誠、土屋 舞緒、林 遼哉

■山野井 順一ゼミ　グループ 3名
藤井 大輔、山村 明莉、平形 元
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機関投資家が日本企業の ESG 経営に与える影響佳 作

タイの産業構造と所得格差 －県レベルの産業データを用いた実証分析－佳 作

 執筆動機

広田ゼミでは例年 3年生が懸賞論文での入

賞を目指し、チームで論文を作成しています。

これは、春学期に学んだファイナンスとデータ

分析の知識を実践的に活用できるようになる

ことを目的にしており、これまでにも多くの受

賞作品があります。こうした先輩方への憧れ

と、これまでの学習成果を形として残すべく、

チーム全員で論文執筆に取り組みました。

 論文の内容

私たちは「機関投資家が日本企業のESG経営

に与える影響」というテーマで論文を執筆しま

した。近年注目が集まっている企業のESG経

営に対して、機関投資家が果たしている役割

を明らかにすることが論文の目的です。そこで

本稿では、機関投資家が企業に影響を与える

方法として、エンゲージメント効果とセレクシ

ョン効果の2つに着目しました。エンゲージメ

ント効果は、企業のESG経営の課題に対して

意見表明を通して、企業のESG経営を促す手

法を指します。セレクション効果は、機関投

資家がESG経営に力を入れない企業の株式を

売却することで、間接的に企業のESG経営を

促進する手法のことです。同時方程式を用い

た実証分析を行った結果、日本企業に対して

機関投資家は、エンゲージメント効果は発揮

していないが、セレクション効果によって企業

のESG経営を促進している可能性を示しました。

 執筆にあたってのエピソード

最初に仮説を立てたのは良かったものの、

いざデータ分析を行ってみると、思ったような

結果が出なかった時は本当に困りました。そ

の後は、時間のない中でもう一度仮説から練

り直すために、毎日Zoomでミーティングをし

ていました。もう一度やりたいか聞かれたら、

素直に「はい」とは言えませんが、チーム全員

で協力して論文執筆に取り組んだ経験は、学

生時代の忘れられない良い思い出になったと

感じています。何よりも、お忙しいなかでも沢

⼭のアドバイスをくださった広田先生や⽚⼭先

生、先輩方には心から感謝しています。本当

にありがとうございました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

研究は修正をしようとすれば際限がないた

め、どのように時間配分するかが非常に大事で

す。また、グループ論文の場合、自分と異なる

価値観を持った人と一緒に多くのタスクに取り

組むことになります。そのため、メンバー１人１

人の個性や強みを存分に活かせるようなタスク

の振り分け方を考えることも重要です。限られ

た時間を効率的に使い、ぜひ自分たちが納得で

きるものを得られるように頑張ってください！

 執筆動機

横田ゼミでは毎年 3年生がグループごとに研

究を行い、懸賞論文に挑戦しています。前年

度に素晴らしい成績を収めた先輩方に続き、

面白くて意義のある研究を目指しました。

私たちは、海外研修先であるタイに注目して研

究を進めることにしました。当初は別の視点から

分析を試みていましたが、海外研修を経て自分た

ちの目で見て実感したサービス業における賃金水

準の違いに着目し、本研究へと辿り着きました。

 論文の内容

題名の通りタイの所得格差と産業構造の関

係性について、県別のデータを用いて研究し

ました。先生のご尽力もあり、ジニ係数のモ

デル式を分解すると産業別労働者数がジニ係

数に影響を与えるということが分かり、前記

のテーマに着目しました。本研究では、三部

門経済下におけるジニ係数と産業構造の関係

を独自の経済モデルを作成し、実際の経済と

照合するために県別データを用いた重回帰分

析を行いました。分析に当たってはより正確な

効果を測定するため、分位点回帰推定と呼ば

れる推定方法にもチャレンジしました。結果と

してモデルの通り、工業部門の労働者数が増

加すると所得格差を是正する効果があること

を明らかにしました。

 執筆にあたってのエピソード

私たちはタイの県別の産業構造の違いを考

慮するために県別のデータを使用しました。

はじめはインターネット上でタイ国家統計局が

公開している統計年鑑や幕張にあるジェトロ・

アジア経済研究所図書館の資料からデータを

収集しました。しかし、正確な分析を行うた

めにはデータが足りず、タイのタマサート大学

の教授にお願いし、タイでしか手に入らない

データも利用しました。送っていただいたデ

ータは全てタイ語で記されており、みんなで

苦戦しながらスマホの翻訳機を使って解読し

たことは良い思い出です。最後の方は少しタイ

語がわかるようになった人がいたかもしれま

せん。データ収集は途方もない作業の連続で

すが、いかに正確に行うかが後の推計を大き

く左右するため重要な作業です。

 後輩の皆さんへのメッセージ

論文を執筆する過程は決して簡単なもので

はありませんでした。最後まで多くのハードル

がありましたが、チームメンバーと一緒に論

文完成という共通の目標に向かって頑張りま

した。その結果、大学生活で一生の思い出に

なる経験をすることができました。そしてこの

経験を糧に、卒業後の人生においても何か困

難がある時、克服できる力を手に入れられた

と思います。懸賞論文の執筆は大変魅力的な

経験ですので、後輩の皆さんも挑戦して欲し

いと考えております。

■広田 真一ゼミ　グループ5名
大石 愛理、大西 一樹、加藤 渚、
陳 イン、前田 向貴

■横田  一彦ゼミ　グループ5名
五十嵐 采佳、浦田 尚弘、神 亮輔、
館 彩子、洪 性準
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インドネシアのグローバル・バリューチェーン参加が技能別平均賃金に与える影響佳 作

 執筆動機

GVC（Global Value Chain）への参加が発展

途上国の経済格差に与える影響を分析したか

ったからです。GVCを端的に言うと、製造工

程の国際分業です。例えばiPhoneはアメリカ

で研究開発が行われ、日本やドイツなどで部

品がつくられ、人件費の安い中国で組み立て

られてから全世界に輸出されます。近年はグ

ローバル化が進んでおり、GVCが拡大してい

ます。国際分業体制への参加が労働者の賃金

格差に与える影響については、先進国におい

て実証分析が盛んに行われている一方で発展

途上国においてはほとんど行われていません。

そのため、発展途上国における国際分業体制

参加の影響を実証分析することで、国際分業

体制が社会全体にどのような影響を与えてい

るのかを調べようと思いました。

 論文の内容

「GVCへの参加が発展途上国であるインドネ

シアの技能別平均賃金に及ぼす影響」につい

て実証分析を行いました。研究では国際産業

連関表やWorld Bankなどからデータを集め、

分位点回帰モデルで実証分析を行いました。

結果的にインドネシアでは、GVCの前方、後方、

全体のそれぞれについて、技能を問わず平均

賃金が上昇する一方、低技能労働者と高技能

労働者の間で賃金格差が拡大するという結果

になりました。

 執筆にあたってのエピソード

当初はASEANの複数国についてGVCが賃金

に与える影響を比較しようとしていましたが、

個人データの取得ができない、入手不可能な

年度が国によって異なるなど、必要なデータ

が足りず何度も挫折していました。自分たちの

興味の領域「貿易×格差」に関する研究を始め

るためにテーマが二転三転し続けた時期は本

当に苦しかったです。対象をインドネシアの技

能別賃金に決定した後も、迫りくる時間と不

可解な結果に頭を抱えながら、毎日のように

ファミマのコーヒーを買い、パソコンに向かっ

ていました。最後に、同じゼミの他班と比べ

ても歩みの遅い私達の班を見捨てず、提出期

限ギリギリまで導いてくださった横田先生、ゼ

ミの先輩方に、この場を借りてお礼申し上げ

ます。改めて本当にありがとうございます！

 後輩の皆さんへのメッセージ

完成まで試行錯誤を繰り返し、専門性はも

ちろん、仲間と目標に向かって突き進むこと

の素晴らしさを学ぶ良い経験となりました。

ハードルが高く感じられるかもしれません

が、この挑戦が必ず今後の人生の糧になると

信じています。

■横田  一彦ゼミ　グループ4名
西澤 翔太、中原 和志、
小池 彩楓、鈴木 萌乃佳
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■ ■ ■ ■ ■ 学 術 情 報 検 索

卒業論文やレポートを執筆する際には、

先行研究や、企業のデータなど幅広い情

報を収集しなければなりません。早稲田

大学では、たくさんの有益なデータベー

スが利用できることをご存知でしょうか。

大学ホームページの「データ集」から「学術

情報検索」（https://waseda-jp.libguides.

com/imas）を クリックしてくだ さ い。

「WINE」では、早稲田大学図書館の所蔵

資料や電子資料を検索できます。「データ

ベースリスト」では、大学が契約している

データベースやツールを探すことができま

す。まずは、「おすすめのデータベース」か

ら選択して、使ってみましょう。以下に、

よく使われるデータベースを表にまとめて、

ご紹介します。

データベースはルールを守ってご利用く

ださい。学術情報検索＞ヘルプ＞「電子

資料の利用上の注意」をお読みください。

情報の種類 データベース

所蔵資料・
電子資料

日本語／
外国語 WINE 早稲田大学図書館の所蔵資料や電子資料に加え、「論文・記事」の検索もできます。

検索結果から大学契約データベースのコンテンツにアクセスできる場合もあります。

論文 日本語
CiNii Research 国内の学術雑誌の論文等の文献検索ツール。機関リポジトリ等の研究データや研究プ

ロジェクト情報などを含めて横断検索することができます。

早稲田大学リポジトリ 本学の研究者等が作成した学術論文、学位論文、紀要論文、ワーキングペーパー、会
議録等の学術情報を保存・公開しています。

雑誌・
新聞記事

日本語

日経テレコン 21 日本経済新聞社が提供する記事、企業、人事情報の検索と閲覧ができます。

経葉デジタルライブラリ
「週刊ダイヤモンド」（1913 ～ 2018）および「DIAMOND ハーバード・ビジネス・レビュー」（1976

～ 2016）の全文記事を PDF で閲覧できます。

日経 BP 記事検索サービス
日経 BP 社が発行する雑誌のバックナンバー記事を閲覧できます。
※短時間に大量に閲覧しないでください。

東洋経済デジタルコンテンツ・
ライブラリー

「週刊東洋経済」「会社四季報」など東洋経済新報社刊行の雑誌・企業情報誌の記事を
閲覧できます。

ジャパンナレッジ Lib 事典や辞書を中心とした総合データベース。「日本統計年鑑」「週刊エコノミスト」「現
代用語の基礎知識」ほか、多数のコンテンツを提供しています。

外国語
EBSCO Business Source Premier 経済・経営・ビジネス関連の書誌データと全文データが含まれています。

ABI/INFORM Complete ビジネス・経営・財務・貿易等の関連分野をカバーする全文雑誌・新聞データベースです。

企業情報

日本語

日経バリューサーチ 国内上場全社および非上場企業の情報を含む、企業・業界分析ツールです。

日経 NEEDS-FinancialQUEST 企業財務、株式・債券、マクロ経済、産業統計などの経済データを検索、ダウンロー
ド可能です。

eol 日本企業の有価証券報告書の原文データおよび財務諸表などの数値データを含みます。

外国語
OSIRIS 全世界の上場会社の財務情報を提供する包括的なデータベースです。

ProQuest Historical Annual Reports 800 社以上の北米主要企業の年次報告書 (1844 ～ 2008) 。

幅広い情報を活用するために
データベースの検索の仕方

すでに出版されている書籍、論文、雑誌

などから理論や統計資料などを引用する場

合、ルールに則らないと、著作権上の問題

が発生する可能性があります。

文化庁のHPによると、引用として認めら

れるためには、（1）他人の著作物を引用する

必然性があること、（2）かぎ括弧をつけるな

ど、自分の著作物と引用部分とが区別され

ていること、（3）自分の著作物と引用する著

作物との主従関係が明確であること（自分

の著作物が主体）、（4）出所の明示がなされ

ていること、に注意しなくてはなりません。

本学では、レポート等での不正行為をし

た場合、委員会にて審議の上、退学または

当該科目を含む履修中の全科目の単位を不

可（F）とし、無期停学に付されます。また、

2012年度より教員向けに「レポート類似度

判定機能」が導入され、不正なコピー＆ペー

ストがされていないかどうかチェックが可能

になりました。レポートの執筆には常に厳

粛な態度で臨み、慎重に取り組みましょう。
●参考HP

文化庁ホームページ

（https://www.bunka.go.jp/index.html）

剽 窃 に 関 す る 注 意
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寄附講座・提携講座等とは
　民間企業など大学外部の組織から、寄附された資金や人材をもとに実施される授業です。商学部では日本を代表する
企業や、各業界でトップとして活躍している方々による「ビジネス界の今」を伝える講座を開講しています。

■ ■ ■ ■ ■ 2 0 2 3 年 度 秋 学 期 寄 附 講 座 ・ 提 携 講 座 等

本 講座はオムニバス形式の企業人派遣講座であり、今年度

も「変化に対応する日本企業」という科目名で開催されま

す。日本企業をとりまく環境は、少子高齢化、グローバリゼーシ

ョンの進展、ICT技術の急速な発展、政府の財政状況の悪化、

中東・欧州・東アジア等における経済状況の急変などにより大き

く変化し、旧来のビジネスモデルは修正を余儀なくされています。

この講義では、経済の最前線で活躍されている方々をお招きして、

日本企業がこれらの環境変化に対し、どのように対処しているか

を直接お話しいただきます。真摯かつ熱心な聴講を期待します。

専門教育科目2単位　木曜日・3時限目
コーディネータ：久保 克行（商学学術院 教授）

変化に対応する日本企業 
一般財団法人経済広報センター提携講座

早 稲田大学校友等起業家有志の協力により実施する起業

家志望の学生を対象とした講座で起業家養成講座Ⅰの応

用講座です。講義を通じて、事業立案、資金調達、マーケティング、

事業運営、IT戦略　等、起業に必要な知識の基礎を学ぶことを

目的とします。

　具体的には、本学ＯＢの起業家・経営者をゲストスピーカーと

して招いた講演によるケース提示とします。発言の機会を設け成

績に反映させるインタラクティブな講座です。積極的な履修を望

みます。

専門教育科目2単位　火曜日・5時限目
コーディネータ： 井上 達彦（商学学術院 教授） 

村元 康（商学学術院客員教授）

起業家養成講座Ⅱ
早稲田大学校友等起業家有志提携講座

わが国のリース産業は、企業・官公庁の設備投資に貢献し、

グローバルなビジネスとして航空機リースなど世界各国で

リース事業を展開してます。

　創業間もないベンチャー企業を支援したり、リース事業を基盤

として、地域経済の活性化に貢献する事業、再生可能エネルギ

ー関連事業など多方面に事業を展開しています。

　リースの基本的概念を習得することにとどまらず、企業・官公

庁が抱える課題を理解し、その解決策を受講生自らが考察する

ことにより、今後の学生生活で何を学ぶべきか、将来の進路を

探る良い機会になると確信します。

専門教育科目2単位 　火曜日・3時限目
コーディネータ： 新井 剛 （商学学術院 教授）

サステナブルな社会を創るリース
公益社団法人リース事業協会寄附講座

ビ ジネスの様々な分野で、「価値」をいかにして生み出したら

よいのかという課題が取り上げられるようになっていま

す。製造業者であれば生産活動を通じて価値を生み出すことが

できるし、流通業者であれば適切な商品を仕入れ、適切な陳列

を行うことで価値は生み出せます。しかし近年、そうした製造業

者と流通業者という単純な構図では説明しきれない状況が生じ

ています。流通業者が生産活動に足を踏み入れたり、製造業者

が流通活動に乗り出したり、さらに製造業者と流通業者が協力

し合い、新しいタイプのビジネス活動で「価値」の共創を試みて

います。ユーザーを巻き込んだ価値創造も試みられています。

　本講座では、流通大手である株式会社カインズの協力のもと、

「価値創造のマーケティング」という点で先進的な取り組みをして

いる企業の経営幹部をお呼びして、マーケティング戦略の視点で

講義していただきます。マーケティング論や経営学について学ん

できた学生諸君は、理論や枠組みが実務においてどのように生

かされているのかが理解できます。

専門教育科目2単位　木曜日・2時限目
コーディネータ：恩藏 直人（商学学術院 教授）

デジタルと企業経営
株式会社カインズ寄附講座
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■ ■ ■ ■ ■ 商 学 部 事 務 所 紹 介

◆ 学生生活に関する相談や手続きがある場合はお問い合わせ
ください。商学研究科と同じ窓⼝になりますので、大学院進
学等の相談についても随時受け付けています。

◆ カウンターの脇には配布物専用のラックが設置されています。
『商学部報』『学部案内』『教職課程履修の手引き』などの各種

冊子に加えて、留学案内、ボランティア活動などのパンフレ
ットが設置されており、常時入手可能になっています。これら
の情報誌をうまく活用することをお勧めします。

◆ レポート提出ボックスは事務所に入って
右手（会計研究科、経営管理研究科カ
ウンター側）柱の裏側に設置されていま
す。科目名、担当教員、提出期間、表
紙の要否などが記載されていますので、
間違いがないか確認の上、提出してく
ださい。

◆ レポート表紙は事務所カウンターの左
側に設置されています。

◆ エスカレーターで2階から3階に上がると、左手に掲示板があり
ます。休講・補講や中間・期末試験など、学生生活に関する重
要なお知らせを掲
載していますので、
大学へ来た際は必
ず確認するように
してください。

MyWasedaにログインし「ホーム」左メニューの
個人情報照会・変更 ＞ 学生基本情報変更 を選択します。
必要な個人情報を修正し、  ボタンをクリックしたら申請
は完了です。登録情報が承認されると、事務所で新しい裏面シール
をお渡しできます。

落とし主が判別できるものは、11号館 3階商学部事務所にて原則 3
か月間保管します。
落とし主が判別できないものは、7号館 1階ポータルオフィスにて 
一時的に保管した上で、学生生活課にて原則 3か月間保管します。
ご本人確認のために学生証が必要ですのでご持参ください。
落としたものの中に学生証が含まれる場合は、運転免許証などの公
的身分証をお持ちください。

商学部事務所カウンター

レポート提出ボックス

大学届け出の住所を変更したいとき

落とし物をしたとき

掲示板

11 号館 3 階の商学部事務所 
（エスカレーター手前の入口から見て左側）では、 

科目登録、成績、奨学金などの手続きや相談を受け付けています。

カテゴリー 対応内容

科目登録 科目登録手続・相談

ゼミ / トラック（コース）登録 ゼミ応募手続・相談

成績 成績相談

学籍

学籍手続・相談

学費相談

卒業相談

奨学金 各種奨学金手続・相談

留学
留学全般手続・相談

単位認定手続・相談

資格 教職課程及び各種資格

進学 大学院進学相談

その他
証明書 ･ 学割発行

遺失物確認

◆商学部事務所学務係 対応内容 ◆よくあるご質問
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■ ■ ■ ■ ■ 海 外 留 学

Q. 留学しても 4年間で卒業できますか？

Ａ.  留学先で履修した科目を単位認定し、留学期間を在学期

間に算入することで4年間での卒業が可能です。留学プ

ログラムや留学先によって、留学期間中の学籍状態や取得可能単

位数が異なります。事前に十分調べた上で留学をご検討ください。

Q. 単位認定はどのように行われますか？

Ａ.  帰国後に各科目のシラバス、成績証明書、アカデミック

カレンダー、時間割、単位認定届を提出し、申請しても

らいます。各科目の授業内容および授業時間によって科目区分と

単位数が決定されます。認定上限単位数は1年間 40単位（半期 20

単位）です※。認定単位数は、次のうち最も適切な方法で認定し

ます。①1.67ECTS=早稲田１単位　②授業時間 585分（語学の場

合は1,170分）=早稲田１単位　③学修時間（授業＋求められる自習

時間）45時間=1単位。

※ 複数の期間で修得した単位を認定した場合、卒業必要単位として算
入できる認定単位数の上限を 60単位と定めています。そのため、既
に単位認定を受けた方については、留学中に修得した単位の認定単
位数の上限が異なります。詳細は商学部の手引きを確認してください。

Q. 留学してもゼミは履修できますか？

Ａ. 2年生の秋学期から留学する場合、書類提出日および選

考日に日本にいない可能性が高いです。その場合でもゼ

ミに応募する事は可能ですが、出発前に必ず希望ゼミ教員に選

考についてご相談ください。二次・三次選考の応募に関する詳

細は事務所にお問い合わせください。また、3年生以降の留学で

所属ゼミに出席できない場合も事前

に担当教員にご相談ください。

提供元 プログラム名 内容
出願時期※

春 秋

留学
センター

交換留学プログラム（大学間） 派遣先大学の通常カリキュラムを履修するプログラムです。現地の学生
とともに授業を受けるため、比較的高い語学力が求められます。

5月 10月

ダブルディグリープログラム
海 外 の 名門 校 に留学し、 所 定の 要 件 を満たせば、 本 学 を卒 業 す
る際 に 本 学 の 学 位と派 遣 先 大 学 の 学 位を両 方 取 得することが出
来るプログラムです。高度な語学力が求められます。

5月 10月

CSプログラム

早稲田大学の学生のために開発されたプログラムです。
CS-LプログラムとCS-Rプログラムに分かれており、前者は語学力向上の
サポートが数多くあるプログラム、後者は留学先大学においてある程度
自由に科目を履修できるプログラムになっています。

5月 10月

短期プログラム 夏季・春季の休暇を利用して留学するプログラムです。長期留学へ向け
ての力試しとしても利用できます。

5月
（夏季）

11月
（春季）

商学部 交換留学プログラム（箇所間）
商学部生のみが応募できる交換留学プログラムです。派遣先はビジネス
分野で世界トップクラスの大学となっており、派遣先大学の学生と一緒
に現地のビジネスについて学ぶことができます。

8月 2月

− 私費留学 早稲田大学の提供するプログラムに希望の留学先がない場合、自分で
留学先を探して留学することになります。

大学・プログラムに
より異なる

留学プログラムのご案内
留学プログラムには、大きく分けて全早大生が応募できる大学間協定プログラムと、商学部

生のみ応募できる箇所間協定プログラムがあります。ここでは、プログラム等の説明の他に、
商学部生による留学体験談をご紹介します。準備段階から現地での生活、授業、仲間・友人
作りなどの体験談は、これから留学を考えている皆さんにとって、きっと参考になることでしょう。

※日程の詳細については、留学センター HPまたは商学部HPをご確認ください。また、今後の状況によって、出願時期が変更となる可能性があります。

早稲田大学の派遣留学プログラム

「留学」に関するＱ＆Ａ ”よくある質問”
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　私は 2022年 9月から1学期間、商学部の箇所

間協定プログラムでイギリスのエクセター大学に

交換留学しました。エクセター大学は名門ラッ

セル・グループの一角を為す地方国立大学で、

温暖で牧草地が広がる南西部に位置しています。

　商学部の箇所間協定は、主に現地で商学部に

相当する学部（ビジネススクールなど）の科目を

英語で履修します。マーケティングの授業では、

様々なケースについてグループで議論を重ね、使

われている手法やその効果・応用法などについ

て理解を深めました。日本と比べると自分たち

で事例を見つけてきて分析する機会が多く、主

体性が求められます。期末レポートの語数制限

は 2,200語でしたが、ついつい筆が進んで3,000

語近くになって削る羽目になり、アウトプットに

よる英語力向上を実感しました。

　英語のスピーキングの授業も取りましたが、こ

ちらは日本よりも理論を学ぶ時間が多かったで

す。古くから議会があり弁論術が研究されていた

からだと思いますが、どのように論を組み立てて

話すかというフレームワークを最初の数週間でし

っかりと学び、その上でプレゼンテーションやデ

ィスカッションに取り組んでいきます。また英語

で行動経済学を学ぶ科目も履修し、単語自体は

知っていても経済用語としては別の意味があった

りと、とても多くの気づきが得られました。

　ところで折角現地へ留学するのであれば、学校

の勉強以外の事にも目を向けてみることは大切

です。この点イギリス留学の大きな魅力の1つは、

長い歴史の積み重ねを至る所で感じられることで

しょう。エクセターも市街中心部では100年以上

も前に建てられた煉瓦造りや石造りの家屋が立

ち並び、中世から交易に使われてきた港湾地区も

健在です。鉄道駅では19世紀から変わらない重

厚な駅舎が出迎えてくれます。スクラップ＆ビル

ドを繰り返してきた日本の街とは対照的です。

　またエクセターは人⼝の2割程を留学生含む

大学関係者が占めているといわれ、地方都市な

がら新しい人が来ることにとても慣れているよう

に感じました。街行く人の気さくさや声の大きさ

は日本の比ではなく、日々の生活はとても気持

ちよかったです。またイギリスは地方の鉄道やバ

スも充実していますし、小さな町にも必ず教区

教会があって大事にされていたり、住めば分か

る素敵なことがたくさんありました。

　留学では異文化や異なる価値観に触れる事が

できるとはよく言われますが、人も、学び方も、

暮らしぶりも、国が変われば本当に変わります。

これは海外の方が優れているから留学すべきとい

う事ではなく、どちらも体験しておくことに意義

があるのだと思います。多くの国で生活や修学を

経験しておけば、より客観的・比較的な視点から

物事を考え、より多くの引き出しから発想を得ら

れるようになります。商学部には、箇所間協定プ

ログラムで意欲さえあれば気軽に長期留学を実

現できる環境が整っていますので、少しでも興味

があればぜひ応募してみてください。

■ 商学部 3年

芦川 真隆
留学は自分の引き出しを増やすこと

留学先大学名 イギリス・エクセター大学（箇所間留学プログラム）

私は 2年生の秋学期から3年生の春学期の1年

間、商学部箇所間留学プログラムを利用し、イ

タリア・ミラノのボッコーニ大学に留学しました。

①親しみがなかったヨーロッパの文化・価値観

を体感したい、②経営学において世界トップクラ

スの大学で学びながら日本のビジネスを外から

見てみたい、という主に 2つの理由から同大学

への留学を志願しました。

ボッコーニ大学では、ファッションや映画業

界における経営戦略といったイタリアならではの

面白い授業が沢⼭ありました。また私が履修し

た授業では、どの授業でもグループプロジェクト

が主要な成績評価項目でした。内容は、特定の

ブランドの経営戦略分析や新たなマーケティン

グプランの提案などです。週末にメンバーとブラ

ンドの店舗に赴いて顧客層やマーケティング手

法を観察したり、実際に企業の社員の方に対し

てマーケティングプランを提案したり、様々な貴

重な経験ができました。また、ビジネスに関し

て英語で議論することは初めてだったため、留

学当初は議論の内容を理解するのに必死で自分

の意見を積極的に出すことができませんでした。

しかし、ネイティブではないながらも積極的に

発言する学生たちの姿に刺激を受け、拙い英語

ながらも自分の考えを伝えていくうちに、自分も

グループに貢献できていると実感できるように

なりました。

週末には友達とご飯を食べに行ったり、イタ

リアの他の都市に赴いたりしました。ボッコーニ

大学には世界中から学生が来ており、お互いの

文化について話すなかで、様々な国の習慣や人

柄を感じることができました。将来について話

すこともあり、1年生の頃からインターンシップ

をしている人や修士課程へ進学する人、母国を

離れて働く人も多く、度々刺激を受けました。

紳士服デザインを学ぶ学生など、ビジネス以外

の分野に興味を持つ学生との出会いもあり、様々

なバックグラウンドを持つ学生との交流を通じ

て将来の選択肢の幅が広がり、自身の将来像を

見つめ直す良い機会になりました。

元々イタリアだけではなく、他のヨーロッパ諸

国の文化や価値観も体感したいと考えていたた

め、長期休暇には周辺諸国に赴きました。旅行

先では、思いがけない出会いに恵まれたことが

印象的でした。例えばギリシャでは、バーで出

会ったオランダ人の方が貿易関係の仕事の話や

オランダ人から見た各国のイメージを話してくれ

ました。またトルコでは、街中で会ったラマダ

ン中のクルド人の方からイスラム教の慣習につい

て教えてもらいました。どの国でも、実際に見

聞きしないと知り得なかったであろう文化や考え

方を知ることができ、自身の知見や価値観が広

がりました。

留学で培った新しいものへの柔軟性や相手の

言葉の意図を汲み取る力は、今後も様々な場面

で役立つと思っています。

正直なところ、私は留学に対する漠然とした

不安感が拭えず、応募書類を提出する直前まで

応募しようか迷っていました。しかし一歩踏み

出して実際に留学した今、全く後悔はしていませ

ん。もし留学を迷っている方がいたら、ぜひ前

向きに考えて挑戦してみてください！

■  商学部 3年

平野 遥
選択肢を広げた 1 年間

留学先大学名 イタリア・ボッコーニ大学（箇所間協定プログラム）

REPORT  1

REPORT  2
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■ ■ ■ ■ ■ 学 生 生 活 ・ 進 路

  就職活動を振り返って

私は 2023年 3月卒の社会人1年目です。現

在は政府系金融機関で、法人営業事務をして

います。

私は、大学 3年生（2021年）の 5月頃から合

同説明会への参加や、夏インターンシップの

選考に応募し始めました。当時は志望業界も

定まっていなかったため、少しでも興味のあ

る業界・企業であれば積極的にエントリーシ

ートを提出し、業界理解に努めていました。

コロナで新卒採用を停止していた航空業界な

ども採用を開始したため、コロナによる志望

業界の変更を迫られることはなかったです。

その後、自らの性格や適性、興味のあるもの

などを自己分析しつつ、説明会やインターンシ

ップを通して学んだ業界の分析と照らし合わ

せて、最終的に業界を絞ったのが大学 3年生

の冬の時期です。業種を絞ることで業界研究

を念入りに行うことや就活軸に一貫性を持た

せることができ、志望動機などを作り込みや

すくなりました。しかし、採用面接を行うなか

で志望する業種が変わっていく同期もたくさん

見ているので、選択肢を残す上でも様々な業

種に挑戦してみても良いと思いました。

コロナ禍での就職活動であったため、説明

会やインターンシップ、1次・2次面接等はオン

ラインで実施する企業がほとんどでした。1日

に数社の面接を受けることができるので交通

費や時間の節約にもなり、効率的に就活がで

きたと思います。3次・最終面接からは対面で

の面接になりました。面接をしてくださる役員

の方や待合室等を案内してくださる社員の方

との会話を通じて空気感を肌で感じることが

できたため、対面面接では会社の雰囲気を掴

みやすくなりました。

  後輩へのメッセージ

就職活動は企業とのご縁・相性につきると

感じています。特に、次の2点をアドバイスさ

せていただきます。

①自己分析や他己分析（＝自分を他人に客観

的に分析してもらうこと）を通して、自分の性

格や価値観などを理解しておく：

面接での自己PRの際はもちろん、就職先を

1つに決める際にも迷わず選択できるので重要

だと感じました。数十年後のありたい姿を想像

しながら、自身の大切にしたいもの（勤務地、

年収、仕事内容等）を明確にしてみてください。

②興味があるor志望する企業のイベント（説明

会、インターンシップ、座談会、OBOG訪問等）

には全て参加する：

面接で熱意を伝えることも大切ですが、イ

ベント参加率が高いなど行動が伴っていると、

より志望度が高いと認識してもらえると実感

しました。

選考の準備が整ったら、繕わずにありのま

まの自分で勝負するくらいの気持ちで面接に

臨んでほしいと思います。仮に選考で行き詰

まった、つらいと感じた時は周りの人に相談し

てみてください。私も家族や先生、先輩方に

たくさん話を聞いてもらうことで、就職活動を

乗り越えられたと実感しているからです。その

うえで納得して就職活動を終えることができ

たと自信を持って言えるまで、諦めないで頑

張ってもらえたら嬉しいです。

最後に簡単なメッセージですが、就活は通

過地点でしかありません。うまくいかないとこ

の世の終わりと感じてしまうこともあるかもし

れませんが、キャリアを変えようと思えば機

会は今後も巡ってきます。自分と向き合い、様々

な企業や人に触れ合える良い機会になると捉

え、そこまで肩肘張らずにいる方が実力を発

揮できると思いますので頑張ってください！

   コロナを追い風に

私は 2023年卒の社会人1年目で、現在鉄道

会社の事務系社員として働いています。就活

当時はオンライン8割対面2割くらいの割合で、

まだコロナの影響が大きい時期でした。皆さ

んも学生生活において、たくさん苦労された

と思います。そこで私からは、コロナ禍という

状況を逆に就職活動で活かした経験について

共有させていただこうと思います。

まず、自宅からオンラインで各種イベント・

選考に参加できたこともあり、1日に複数の企

業に触れる機会がありました。これは特に6月

1日から面接を開始する就活生にとっては、効

率よく面接予約ができるため、対面に比べて

多くのチャンスがあることになります。

また、コロナによる学生生活の変化等を現

役社員さんから質問されることが多く、これ

がちょうど良いブレイクトークになりました。

学生生活の変化に興味を持ってくださる社員

さんは多く、また当時の社員さんの学生生活、

就活経験談に繋がり、社員訪問に苦手意識が

つくこともありませんでした。

そしてこれが何よりも大きいですが、コロ

ナ禍での学生生活における私自身の実際の活

動や感じたこと、学んだことを、今企業側が

抱えていると考えられる課題と交えて選考の

場で話すことで、自分の経験により真っ直ぐに

向き合ってもらえたと感じました。この点を一

番真摯に向き合っていただいた企業で今自分

は働いています。

  後輩へのアドバイス

就職活動で「学生時代頑張ったこと」を聞か

れることに対して消極的な学生は少なくないと

思います。自分も就職活動を始めた際、何を

言えばいいか全く分からず思い悩んでいまし

た。しかし大事なのは自分が大学生活で何を

成し遂げたかではありません。どういった点

に着目し、何が原因で、何を行った末にどの

ような結果になったのか、更に言えばそこか

ら何を学ぶことができたのかを論理的に話せ

るように整理すると良いと思います。

そしてとにかく色んな人に話を聞き、色ん

な人と話してみてください。そのなかで、自分

でも気づかないような魅力や特徴が見つかる

ことがあります。また、様々な側面からアドバ

イスや情報を得ることができます。ただし、

最後に選考を受けるのは結局自分、というこ

とを忘れてはいけません。

純粋に夢を追い求める人もいれば、様々な

プレッシャーを受けながら就職活動を進める

人もいると思います。もちろん後悔しないよう

に努力することも大切ですが、時には肩の力

を抜いて頑張りすぎないことも大切です。皆

さんの学生生活、そしてこれから迎える社会

人生活が充実したものになることを祈っており

ます。

就職活動 体 験 記

■ 商学部卒

山本 早紀

■ 商学部卒

田村 悠貴
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2022年度の進路状況について

早稲田大学学部全体の進路報告

者 8,465人の進路は、就職 5,927 人

（70.0%）、進学1,851人（21.9%）、 資

格試験受験 212人（2.5%）、その他 

475人（5.6%）でした。 

商学部の進路報告者 884人の進

路 は、 就 職 773人（87.4%）、 進 学

35人（4.0%）、資格試験受験人 38

人（4.3%）、 その 他 38人（4.3%）と

なっ ています。

就職先の企業・団体は 423件と

なり、業種別では金融が最も多く

21.7%、以下、情報通信 19.9%、

専 門 サー ビス16.8%、 メーカー

14.7%、商業 8.0%の順となっ てい

ます。 

主な就職先は★表 2に示したと

おりです。

キャリアセンターについて

キャリアセンターでは就職支援を

はじめ、全学年の学生を対象とした

「みらい設計」支援を行っています。

大学での過ごし方や将来の進路を

考えるイベントやセミナーも開催し

ています。詳細はキャリアセンター

ホームページをご覧ください。

https://www.waseda.jp/inst/career/

2022年度進路状況　〜キャリアセンターより〜
商学部の卒業生は423企業・団体で活躍！

企業・団体名 合計（人） 男（人） 女（人）

㈱エヌ・ティ・ティ・データ（NTTデータ） 19 9 10
EY新日本有限責任監査法人 14 11 3
㈱ベイカレント・コンサルティング 12 10 2
㈱三菱UFJ銀行 11 8 3
楽天グループ㈱ 11 8 3
ソフトバンク㈱ 9 3 6
㈱キーエンス 8 8 0
SMBC日興証券㈱ 8 7 1
大和証券㈱ 8 6 2
みずほ証券㈱ 8 4 4
損害保険ジャパン㈱ 8 7 1
アビームコンサルティング㈱ 8 7 1
㈱野村総合研究所 8 4 4
富士通㈱ 7 3 4
㈱商工組合中央金庫 7 6 1
農林中央金庫 7 4 3
三井住友信託銀行㈱ 7 4 3
東京海上日動火災保険㈱ 7 4 3
PwCコンサルティング（同） 7 6 1
りそなグループ 6 6 0
日本生命保険（相） 6 3 3
㈱リクルート 6 4 2
キリングループ 5 2 3
日本アイ・ビー・エム（日本IBM）㈱ 5 4 1
㈱ニトリ 5 4 1
野村證券㈱ 5 4 1
明治安田生命保険（相） 5 5 0
特別区（東京 23区）職員 5 3 2
サントリーホールディングス㈱ 4 2 2
三菱商事㈱ 4 3 1
丸紅㈱ 4 1 3
㈱みずほフィナンシャルグループ 4 2 2
三菱UFJ信託銀行㈱ 4 3 1

企業・団体名 合計（人） 男（人） 女（人）

日本航空㈱ 4 4 0
㈱NTTドコモ 4 3 1
㈱博報堂 4 2 2
㈱電通 4 1 3
パーソルキャリア㈱ 4 1 3
PwCあらた有限責任監査法人 4 4 0
有限責任あずさ監査法人 4 3 1
大日本印刷㈱ 3 2 1
㈱日立製作所 3 3 0
日本電気（NEC）㈱ 3 1 2
日産自動車㈱ 3 3 0
住友商事㈱ 3 2 1
ファーストリテイリンググループ 3 2 1
㈱日本政策金融公庫 3 2 1
日本銀行 3 1 2
㈱三井住友銀行 3 3 0
三井住友ファイナンス＆リース㈱ 3 2 1
住友生命保険（相） 3 3 0
あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 3 2 1
三菱地所㈱ 3 3 0
東日本電信電話（NTT東日本）㈱ 3 0 3
㈱電通デジタル 3 1 2
レバレジーズ㈱ 3 3 0
シンプレクス・ホールディングス㈱ 3 2 1
伊藤忠テクノソリューションズ㈱ 3 1 2
PwC（税） 3 3 0
デロイトトーマツ
コンサルティング（同） 3 2 1

㈱日本総合研究所 3 1 2
アクセンチュア㈱ 3 0 3
EYストラテジー・アンド・
コンサルティング㈱ 3 0 3

国家公務員総合職 3 3 0
国家公務員一般職 3 2 1

★図1　2022年度　商学部就職先業種別割合

★表2　2022年度　商学部就職先（3人以上）

★表1　2022年度商学部卒業生の進路状況

金融 21.7%

専門
サービス
16.8%

メーカー
14.7%

情報通信
19.9%

マスコミ 5.4%

不動産・建設 4.7%

旅行・運輸 2.8%

公務員 3.0%

教育 1.0%

非営利 0.4%エネルギー 0.7%

その他 0.9%

商業
8.0%

進路報告者 884

就職 773 （87.4%）

進学 35 （4.0%）

資格試験 38 （4.3%）

その他 38 （4.3%）

キャリアセンター調べ（2023年 6月 1日現在）

Cスペース／キャリアセンター分室
（早稲田キャンパス 6号館 1階）

キャリアセンター（学生会館 3階）
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◆学部 4年に「＋1年間」で修士学位を取得できる
◆「留学」＝「延長生（5年生）」ではなく、「留学＋修士学位」で 

5年間の学生生活を送れる
◆学部からの継続指導で、 

研究成果を修士論文に結実させることができる
◆1年間の在学で、大学院における学費が半額で済む
◆推薦入学者向け奨学金受給のチャンスがある
◆就職活動において、 

「早期修了」の商学系大学院出身者としてアピールできる

会計研究科の「学内 5年一貫修了制度入試」は、商学部 4年生のときに、当研究科が学部生に開放する科目（先取り科目）を 20単位以上
修得し、当研究科 1年次において修得した単位と合わせて合計 60単位以上を修得することにより、当研究科を早期修了する制度です。

5年一貫修了制度のメリット

①1セメスター終了時点で修了要件単位数 22単位以上修得済であること

② 2セメスター終了時点で修了要件単位数 32単位以上修得し、かつ各科目区分の修了要件を満たしていること

③修士論文評価がA+またはAであること

大学院進学後の条件

5年一貫修了制度適用者になるためには

基　準

学部在学中の成績
6 セメスター終了時点で、GPA2.60 以上（上位 25%相当）
または、4セメスター終了時点で GPA2.70 以上（上位 20%相当）であり、5セメスター以降に 2セメスター以上の留学を予定�
する者（休学しての留学を除く）

大学院科目先取り履修 7セメスター以降に、大学院科目を先取り履修し10単位以上を修得すること
※本制度適用者は、大学院入学後 16 単位まで単位認定可能　　※学部在学中は自由科目扱い

推薦入試 推薦入試合格者
※出願時に、指導教員承認済みの「早期修了希望届」を提出

商学部 会計研究科

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

◆先取り科目修得分（20単位以上） 

とあわせて60単位以上修得

◆学内 5年一貫修了制度入試（7月、10月）

◆先取り科目20単位以上修得

■学費シミュレーション

1,468,000 円

634,500 円

434,500 円

通常の2年間の修士課程

5年一貫修了

5年一貫修了
（大学院進学奨学金取得時）

通常の2年間の学費に比べて-833,500 円

通常の2年間の学費に比べて-1,033,500 円

商学研究科 

会計研究科 

商学部を卒業後に推薦入学で商学研究科に進学し、学部 4 年間＋ 1 年間の最短 5 年で修士学位を取得      できる制度です。

商学部を卒業後に、「学内 5 年一貫修了制度入試」で会計研究科に進学し、学部 4 年間＋修士 1 年間　   の最短 5 年間で、修士学位を取得できる制度です。

■ ■ ■ ■ ■ 学 部 ・ 修 士 5 年 一 貫 修 了 制 度
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出願にあたっては、ゼミ所属有無により出願時期等の条件が異なります。

◆学部 4年に「＋1年間」で「会計修士（専門職）：MBA」の学位を 
取得できる

◆1年間の在学で、大学院における学費が半額で済む
◆所定の単位を修得して修了した場合には、公認会計士短答式

試験 3科目が免除される

5 年一貫修了制度のメリット

奨学金制度

学内5年一貫修了制度入試（7月、10月） 出願資格

基　準

共通

● �2023 年度中に商学部を卒業見込の 4年生
●�出願時において、110 単位以上を修得し、�
70 単位以上が「A」以上
●�先取り科目を、4年生で 20 単位以上修得予定

会計専門
コース

以下の①から④のいずれかを満たしていること
①公認会計士試験短答式試験に合格している者
②税理士試験のうち1科目以上、科目合格している者
③日商簿記検定試験1級に合格している者
④�会計学、商法、租税法、経済学（ミクロ経済学と
　マクロ経済学）に関する科目につき、
　24単位以上が「A」以上

アクチュアリー
専門コース

数学、統計学、数理経済学等の数理に関する科目
につき、24 単位以上が「A」以上

モデルケース（4 月入学者のパターン）

 一般モデル

留学モデル

◆GPA2.70以上
　（上位 20%相当）※

※留学から帰国後、単位認定結果が 6セメスター終了時点のGPA基準〈GPA2.60 以上（上位 25%相当）〉を満たしている場合も適用対象者となります。

商学部

商学部

商学研究科

商学研究科

2 年秋
（4セメスター）

3 年春
（5セメスター）

3 年秋
（6セメスター）

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

2 年秋
（4セメスター）

3 年春
（5セメスター）

3 年秋
（6セメスター）

4 年春
（7セメスター）

4 年秋
（8セメスター）

1 年春 1 年秋

就職活動実施

◆GPA2.60以上
　（上位 25%相当）

◆留　学　期　間

◆22単位以上修得
 （学部在学中の 

先取り科目を含む）

◆22単位以上修得
 （学部在学中の 

先取り科目を含む）

◆修士論文 
A+/A評価

◆修了要件 
32単位修得

◆修士論文 
A+/A評価

◆修了要件 
32単位修得

◆推薦入試合格（7月、10月、2月）

◆先取り科目10単位以上修得

◆推薦入試合格 
（10月、2月）

◆先取り科目 
10単位以上修得

留意事項

以下の場合、当研究科に 2年以上在籍し、かつ 60 単位以上を修得す
ることによって当研究科を修了することができます。
①�入試合格後、学部在籍中に当研究科の先取り科目を 20 単位以上修
得できなかった場合

②�先取り科目による単位と当研究科１年次において修得した単位の合
計が 60 単位に満たない場合

奨学金名 選考基準 奨学金額 採用数

寺尾巖
いわお

奨学金 推薦入試最優秀合格者 （年額）30万円（単年度） 1名

商学部寄附講座
大学院進学奨学金

成績等により判断
（推薦入試合格者） （年額）20万円（単年度） 25 名

■入学前：［推薦入学］奨学金
推薦入試によって商学部から商学研究科に内部進学する学生を

対象とした、給付型の単年度奨学金が 2種類あります（学部在学

中のみ申請・受給が可能です）。

商学部を卒業後に推薦入学で商学研究科に進学し、学部 4 年間＋ 1 年間の最短 5 年で修士学位を取得      できる制度です。

商学部を卒業後に、「学内 5 年一貫修了制度入試」で会計研究科に進学し、学部 4 年間＋修士 1 年間　   の最短 5 年間で、修士学位を取得できる制度です。
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■入試について

商学研究科修士課程の入試は一般入試

と、推薦入試（商学部生対象・他学部生対象）、

特別推薦入試に区分されています（表1）。

進学を希望される方は、入試要項で詳細

を確認の上出願してください。入試要項は、

商学研究科ウェブサイトよりダウンロードで

きます。

（http://www.waseda.jp/fcom/gsc/）　

■商学研究科修士課程について

商学研究科修士課程には、図1のとおり、

3コース、6専修があります。修士課程の在

学期間は通常2年間で、所定の単位を取得し、

所定の研究指導を受けた上で修士論文の審

査および最終試験に合格すると、修士学位

（修士（商学）/ Master of Arts in Commerce）

が授与されます。また、商学研究科では、

早稲田大学全体の留学プログラムとは別に、

商学研究科独自の協定を締結し、海外のト

ップクラスのビジネススクール等への留学を

支援しています。このプログラムを利用する

と、修了時期を遅らせることなく、「在学」の

扱いで留学することができます。

修了後は進学、就職等（表 3）に分かれま

すが、本研究科で得た知識を活かし、多く

の修了生が多岐にわたる分野で活躍してい

ます。

商学研究科入試案内

■早期修了制度（学部・修士 5年一貫修了制度）: 推薦入学者のみ対象
一定の条件をクリアした希望者は、【1年間の在学で修士学位が取得】できます。詳細につきましては特集ページをご覧ください。 

■先取り履修制度：早稲田大学商学部 4年生以上のみ対象
商学研究科修士課程の研究基礎科目群や専門科目群の一部科目を、商学部 4年生以上を対象に先取りで履修できる制度を設けています。取

得した単位については、修士課程に進学した後に修了要件算入単位として申請可能です。
■推薦入試出願サポート

推薦入試の出願には教員の推薦書が必要です。「ゼミに所属していない」「専門とする分野を変えたい」など、推薦書のことでお困りの方は、お
気軽に商学研究科事務所までご相談ください。
※ 出願にあたってはゼミの所属有無により、出願の時期等条件が異なりますのでご注意ください（詳細は商学研究科Webページをご参照くださ

い）。
■推薦入学奨学金

推薦入試によって、商学部から進学する学生を対象とした給付型奨学金です。学部在学中に支給されます。
● 寺尾巖奨学金（支給額：年額 30万円／1名）　● 商学部寄附講座大学院進学奨学金（支給額：年額 20万円／25名）

商学部生の内部進学について

★表 1　入試制度
入試区分 対　　象

推薦 
（商学部生対象）

早稲田大学商学部に在学中で、商学研究科入学までに卒業が可能であり、出願時の商学
部における通算学業成績（GPA）が 2.50以上の者

特別推薦
（商学部卒業生対象）

早稲田大学商学部に 2010年度以降に入学し、出願時点で卒業後 5年以内かつ卒業時点の
通算学業成績（GPA）が 2.50以上である者。

一般 大学を卒業した者
外国において16年の学校教育を修了した者　など

入試区分 出願期間 一次選考
（専門科目）

二次選考
（口述試験）

最終
合格者発表

Ⅱ期

推薦

2023.6.30 ～2023.7.7
なし

2023.10.7 2023.10.12特別推薦

一般 2023.9.24

Ⅲ期

推薦

2023.11.10 ～2023.11.17
なし

2024.2.3 2024.2.8特別推薦

一般 2024.1.21

★表 2　入試日程（2024 年 4 月／ 9 月入学） 　

★図 1　研究指導（修士課程）

商学専攻
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※入学時期ごとに募集する
　研究指導が異なります。

★表 3　就職状況
主な就職先

学術研究、
専門・技術サービス業

アクセンチュア株式会社、EY新日本有限責任監査法人、
デロイトトーマツコンサルティング、株式会社野村総合研究所

メーカー シャープ株式会社、ソニー株式会社、株式会社日立製作所、富士通株式会社

金融・保険業 野村證券株式会社、三井住友海上火災保険株式会社

その他 Bloomberg Inc.、日本郵船株式会社

■ ■ ■ ■ ■ 進 学
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 大学院に進学したきっかけ

私が進学を検討し始めた時期は、学部 4
年生の春学期でした。当時、卒業論文の準
備のため、ゼミの活動で学んだ教科書を読
み返しており、学問としての経営やマーケテ
ィングに興味を持つようになりました。特に、
教科書で解説されている理論が信頼性の高
いデータと手法を用い、厳密に証明されて
いくプロセスに惹かれました。このような教
科書の先にある、本格的な研究の世界に触
れてみたいと思い大学院への進学を決めま
した。また、商学研究科には 5年一貫修了
制度が設置されており、学部 4年生の履修
単位の少ない時期を有効活用できるのも利
点でした。

 大学院での生活

大学院の授業では、学術研究を意識した、
より専門的かつ実践的な知識を学ぶことが
できます。国内外で活躍されている先生方か

ら、世界標準の研究テーマや方法論を学び、
最先端の学問に触れることができると思いま
す。商学研究科では、様々な研究方法論に
関する授業もあるため、大学院へ進学してか
ら研究スキルを磨くことができます。また、
授業課題などで学術論文を読む機会が増え
るため、次第に学術研究への理解も深まっ
ていくと思います。

博士課程へ進学してからは、個人の研究
テーマと、外部機関との共同研究プロジェク
トに取り組んでいます。個人の研究テーマに
ついては、修士論文をベースに、更に文献
を読み込むことで理論的背景の強化や、理
論的根拠のある検証方法の設計に取り組ん
でいます。商学研究科の学生研究発表会や
所属学会での発表と、論文投稿を目標に、
日々研究を進めています。また、共同研究プ
ロジェクトでは企業の協力を仰ぎ、企業との
打ち合わせを重ねる中で、研究を進めていま
す。企業と関わることで、現実社会の課題を
対象に、学術的にアプローチすることができ、
自身の研究が深まっていきます。個人の研究
テーマを通じて学術的専門性を深めながら、
共同研究プロジェクトを通じて実践的な課題
に取り組むことで、社会に貢献できる研究を

実現したいと思っています。

 大学院進学を検討している方へ

近年、デジタル技術の発展により、私た
ちの生活環境は大きく変化しています。特に、
文章生成AIの話題は、学生生活に直接的に
関係していると思います。一方で、アルゴリ
ズムは数値の組み合わせとその変換によって
認識及び判断しており、実際に物事を理解
する能力があるわけではありません。そのた
め、既存研究を理解し、新しい知を創造す
るという学術研究の方法を身につけておくこ
とは、今後社会で活躍するにあたり、大変
価値のある経験になると思います。なお、そ
の過程では、研究案が定まらない、研究が
計画通りに進まない、研究結果が出ない等、
様々な困難に直面すると思いますが、そのよ
うな困難を乗り越える経験も、今後の人生
において財産になると思います。大学院への
進学を通した自己研鑽も、一つの選択肢と
してご検討いただければと思います。

大学院商学研究科への進学

私の院生生活 2
（修士課程）

私の院生生活 1
（博士後期課程）

 大学院に進学したきっかけ

私は将来的に専門性を高められる働き方を
したいと考えており、その一歩として大学院
進学を選びました。進学を考え始めたきっか
けは、大学1年生の時にアメリカなどでは大
学院進学率が日本より高く、また大学院の進
学がキャリアアップにも役立つことを知ったこ
とです。先生方から進学について直接お話を
伺う機会があったことも関心を持つ大きなき
っかけでした。また4年次に北京へ留学をし
ていた際、実際に大学院に進学している方に
多く出会いました。進学が当たり前と捉えら
れており、そうした考え方に触れたことで指
導教授のもとで研究を深めていきたいと、よ
り強く思うようになりました。留学をしていた
こともあり、5年一貫制度を利用し就職活動
をしながら研究に打ち込める環境が最も自分
に合っていたので進学を決意しました。

 5年一貫制度とは

5年一貫制度とは、所定の要件を満たせば

大学生活 5年間で修士号の学位まで取得で
きる制度です。4年間では物足りなく、もう
少し商学の知識を極めて今後のキャリアに活
かしたいと思っている方にはぴったりの制度
です。学部４年次に大学院の科目を先取り履
修する必要や成績の要件があります。留学
に行った方は特に延長生（5年生）としてでは
なく、修士号の取得まですることができ、同
じ期間でもより濃い学生生活を送ることが
できます。私自身もこの点を大変魅力に感じ
ましたし、就職活動時にも商学系大学院で
学ぶ学生という点をアピールできました。

 大学院での学び

留学からの帰国後、4年次の秋学期から
大学院の授業を先取りという形で受講し始
めました。就職活動と大学院の授業の両立
は大変でしたが、これまでの学生生活で最
も充実した時間にすることができたと感じ
ています。大学院の授業では学部時代とは
異なり、研究論文を分析し自分なりに意見
を持った上で議論をしていくことが増えま
す。１クラスの人数は少人数で、教授と学生
が近い距離で議論を行いながら学んでいく
ことができる環境があります。主体的な参
加がより強く求められるので大変なこともあ

りますが、専門的な知識のみならず思考力
をつけることができます。

 大学院進学を検討している方へ

学部卒業の学生よりも社会に出るのが遅
れることや就職活動時にどのように捉えら
れるのかなど、文系学生として進学するこ
とに不安を持っている人もいるかもしれませ
ん。私も大学入学時は自分が大学院に進学
するとは思っていませんでしたが、大学院
進学という選択肢を早くから知れたことが
大変良かったと感じています。まずはどん
な制度なのかを知り、選択肢を多く持つこ
とが皆さんの決断に役立つと思っています。
少しでも興味を持たれた方は制度について
理解を深めるほか、進学についてぜひ身近
にいる教授の方に相談をしたり、友人・先
輩と話をしてみてほしいと思います。

■ 商学研究科
　 修士課程1年

宗 由莉

■ 商学研究科  博士後期課程1年

齋藤 梨菜
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■会計研究科について

　会計研究科は、会計、アクチュアリーのプロフェッショナル

を養成するための専門職大学院で、「会計専門コース」、「アクチ

ュアリー専門コース」と「高度専門コース」の3つのコースがあり

ます。会計専門コース、アクチュアリー専門コースは2年制で所

定の60単位を修得することで修了となります。高度専門コース

は1年制で所定の48単位を修得し、専門職学位論文を提出し、

合格した者が修了することとなります。いずれも「会計修士（専

門職）、Master of Business Administration」の学位が授与され

ます。

　デジタル化やグローバル化が進むビジネスの世界では、会計

やアクチュアリーといった、自らのコアを持つことにとどまらず、

「＋1(プラスワン)」の強みを持つことが付加価値を高めます（図

1）。当研究科の幅広い「文理融合」のカリキュラムのもとで、皆

さんの「会計＋1」や「アクチュアリー＋1」をみつけてください。

　「プラス1」とともに、大手コンサルティング企業・監査法人等

からの提携講座(2023年度12講座、図2参照)など、カリキュラ

ムを進化させ続けています。

　学部で学んだことをより高め、グローバルビジネスで戦う武

器を会計研究科で身につけてください。

　

■入試について

　会計研究科の入試は、それぞれのコースの一般入試に加え、

特色ある入試があります（表1）。商学部生の皆さんは、一般

入試をはじめ、学内推薦入試、学内AO入試、学内5年一貫

修了制度入試等が対象となります。入試日程等は会計研究

科入試要項をご参照ください（会計研究科WebサイトでもPDF

で参照できます）。また、個別相談会を含む入試説明会を定

期的に実施しており、入試説明会では入試、カリキュラムに

ついての他、模擬講義や在校生または修了生講演を行うこと

もあります。個別相談会では教員、在校生、修了生が皆さん

からの質問を個別にお受けし、会計研究科への進学を検討

するにあたり様々な相談につきまして親身に応じることを心

掛けております。どうぞご利用ください。日程は会計研究科

Webサイトでご確認ください。

会計研究科入学案内

■学部・会計研究科 5年一貫修了制度：学内 5年一貫修了制度入試のみ対象
一定の条件をクリアした希望者については【1年間の在学で修士学位が得られる】ようになりました。

■先取り履修制度：商学部 4年生以上のみ対象
会計研究科の基礎科目など一部科目を、商学部 4年生以上を対象に先取りで履修できる制度を設けています。修得した単位については、会計研究科に進

学した後に修了要件算入単位として申請可能となります。
■入学前予約採用給付奨学金

会計研究科が指定する入試形態における合格者のうち、入試成績優秀等である方を対象とした給付型（返還の必要のない）奨学金です。奨学金の採用結
果は入試の合格発表と共に通知し、入学後に奨学金が支給されます。

商学部生の内部進学について

★図 1　付加価値を高める＋ 1（プラスワン）

★図 2　大手コンサルティング企業・監査法人等による提携講座

グローバル企業への 
タックスコンサルティング

EY税理士法人

7

会計・監査の最新実務 

有限責任 あずさ監査法人

10

金融機関のガバナンス・ 
リスク管理・コンプライアンス

EY新日本有限責任監査法人

8

IPO実務 

太陽有限責任監査法人

11 ESG・サステナビリティ 
開示入門

Mazars有限責任監査法人

12

グローバル会計入門 

PwCあらた有限責任監査法人

9

CFO組織の未来像 

デロイト トーマツ  
コンサルティング合同会社

1

CRM実務 

デロイト トーマツ  
コンサルティング合同会社

5 事業承継コンサルティング 
入門・実践

株式会社野村資産承継研究所

6

経理部門における
内部統制とガバナンス実務

ジャパン・ビジネス・ 
アシュアランス株式会社

3
事業再生実務 

株式会社 KPMG FAS

2

生命保険の理論と経営 

公益財団法人 
アジア生命保険振興センター

4

■ ■ ■ ■ ■ 進 学

★表 1　入試概要

一般入試
特色ある

入試
学内推薦

入試
学内AO

入試
学内5年一貫
修了制度入試

会計専門コース／
アクチュアリー
専門コース

筆記・
⼝述

英語力重視※

IT能力重視※

等
⼝述試験 ⼝述試験 ⼝述試験

高度専門コース ⼝述試験

※会計専門コースのみ

会  計 アクチュアリー

データサイエンスICT・
コンサルティング

税　務 Professional 
Communication
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  会計研究科へ進学を決めた理由 
および会計研究科の魅力

私は商学部生時代の講義等を通じて会計
に非常に興味を持ち、かねてより大学院へ
進学し、会計への理解を深めたいと考えて
いました。商学研究科でも会計を専攻する
ことができるので、商学研究科と会計研究
科とのどちらに進学するか悩みましたが、
実際の企業活動を主な学問領域としている
会計の性質を踏まえて、実務家教員を多数
有しており実務の色彩が強い会計研究科を
最終的に進学先として選択しました。

私は大学一年次より、公認会計士試験の
内容を主として会計を学んできました。試
験勉強では会計を理解するための基礎が
得られましたが、学習を進めていくうちに
ASBJやIASBといった各基準設定機関がどの
ような考えで現行制度を作り出したのか、
また、会計で学んだ内容を現実の問題にど
のように活用するのかといった内容を学び
たいと思うようになりました。これは将来、
会計の専門家として業務に携わる際に、暗

記のような知識では新たな事例や複雑な問
題に歯が立たず、応用できる理解力や思考
力をもって、初めてこうした事例や問題に対
処することができると考えているためです。
幸いなことに、会計研究科では基準設定に
関わった先生方や実務に精通した先生方が
在籍しており、前記で挙げた学習を行うた
めの最適な環境が整っています。近年では、
急速な情報技術の進歩や国際的な情勢の
悪化等により先行きの見えない状況が続い
ています。こうした状況の中で、学生のうち
に会計研究科の「会計＋１」のコンセプトの下
で会計の本質的な理解を身に付けることが
でき、加えて税務やデータサイエンスといっ
た自分だけの武器を持つことができるのは、
今後専門家として働く際に非常に大きな強
みになると思います。

 進学を検討している方に向けて

会計を専門的に学ぶことができる環境は
全国的に見ても数少なく、このような環境
に身を置いて学習できるのは貴重な経験に
なると思います。会計研究科には著名な教
授や第一線で活躍されていた実務家教員が
多数在籍されています。まだ入学して日が
浅いですが、そうした教員方の講義を間近
で受講でき、質問する機会を得ることがで

きただけでも、会計研究科に進学して本当
に良かったと感じています。

また会計研究科では、公認会計士やアク
チュアリーの資格取得が奨励されており、
試験対策のために講義を一時的に欠席する
ことが可能な「特別授業期間」や院生専用の
自習室および個人用ロッカーが用意されて
いるので、試験勉強に専念できる環境も整
っています。

会計研究科では年に数回ほど説明会が開
催されています。私自身、説明会に参加し
たことがきっかけとなり会計研究科への進
学を決めましたので、少しでも会計研究科
に興味があるという方は是非説明会に参加
して、先生方や先輩方のお話を聞いていた
だければと思います。進路先を考える上で、
会計研究科が選択肢の一つになれば幸いで
す。

 会計研究科へ進学を決めた理由

私が会計研究科を知ったきっかけは、学部
生時代に所属していたゼミの指導教授からの
紹介でした。説明を聞いた当初は、自分には
大学院に進んでさらに学ぶなんて向いていな
いと思っていました。しかし授業やゼミで会
計を学ぶうちに、まだまだ身につけられてい
ない知識がたくさんあることを知り、大学院
でさらに会計の知識を深めたいと感じました。

学部 4年次の短答式試験が不合格だった
こともあり、試験勉強と大学院における勉
強を同時にできる会計研究科への進学を決
めました。試験合格という意味では遠回り
だったかもしれませんが、結果として会計
研究科で日々成長を感じられ、1年次に短答
式・論文式試験に合格することもでき、充
実した生活を送れています。

 会計研究科で得たもの

会計研には他大学出身者や社会人、留学

生など様々なバックグラウンドを持った学生
が在籍しています。公認会計士試験を目指
す学生だけではなく、税理士やアクチュアリ
ーを目指す学生、論文執筆を目指す学生な
ど、目標も様々です。共通していることは、
モチベーション高く勉強されている人が多
く、それが自分自身のモチベーションに繋
がることです。また、ディスカッションなど
で多様な角度からの意見を聞くことができ、
新しい発見が常にあります。

試験を目指す上で会計研究科での授業
は、試験勉強に直結するものだけではなく、
一見試験勉強に直結していなくても、深い
理解につながるものが多くあります。例え
ば、私は会計研究科入学前、財務会計論の
理論に対して苦手意識がありましたが、会
計研究科の授業を通して基準などの根っこ
にあるような考え方を習得することができ、
苦手意識がなくなっただけではなく、初見
の問題にも対応する力が身に付きました。

会計研究科は所属する予備校は違って
も、勉強の悩みを共有したり、分からない
ところを教えあったりすることができる仲間
を作れる場だと考えます。地下には広々とし
た自習室や、個人専用のロッカーも備わっ

ており、授業の復習や試験勉強をするため
の環境が整っています。

 進学を検討している方へ

商学部に所属する皆さんは、学内推薦入
試や学内AO入試が可能なため、会計研究
科は他より近い選択肢と言えます。会計研
究科では、「会計＋１」・「アクチュアリー＋１」
のコンセプトのもと、会計・アクチュアリー
という自分の専門性を高めるとともに、コ
ンサルティングや税務、ITなど、自分の得
意分野をもつことができます。商学部で学
んできた皆さんがさらに成長するのに最適
の環境が整っています。会計研究科への進
学に興味がある人はもちろんのこと、現時
点で進学するという選択肢が無い人も、一
度説明会に足を運んでみてください。皆さ
んが自分にあった進路を選べることを心か
ら応援しております。

大学院会計研究科への進学

私の院生生活 2
（専門職学位課程）

私の院生生活 1
（専門職学位課程）

■会計研究科
　 会計専門コース1年

河野 遥大

■ 会計研究科
　 会計専門コース 2年

黄 萌麗
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入口 入口エントランスホール共通閲覧室 防災センター
★AED

自習室自習室 商学部・国際教養学部学生読書室

アトリウム

研究室

研究室

研究室

指導室

研究室

指導室

指導室

指導室

ゼミ室 ゼミ室

教室

教室

コンピュータ教室

田中穂積記念教室

国際教養学部事務所

商学学術院事務所

商学研究図書室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

研究室

教室

指導室 ゼミ室

教室

教室

教室 教室

教室マルチメディア教室

天野為之記念教室

会議室

商学学術院事務所
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■ ■ ■ ■ ■ 施 設 紹 介

エントランスホール外

11 号館（ 館内マップ ）
「記憶」と「伝統」の架け橋

1938 年に商学部出身者の寄附により建てられた旧 11 号館から、70 年以上の時を経て、2009

年に現在の 11 号館が竣工しました。11 号館は、地下 2 階地上 14 階建てであり、延床面積は

34,225.75㎡、高さは 68.5m あります。

注） 各施設の利用時間は通常時の授業実施日の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大防

止のために開室時間など変更している場合があります。

■ 閲覧室
商学部・国際教養学部共通閲覧室であり、学生が自由に読書をす
ることが可能です。
◆利用時間：8：00 ～ 22：20（月～土曜日）
◆設　　備：パソコン28台、自習席 100席（パソコン席を含まず）

※施設全体：11号館内
全てで無線LANの使用
が可能です。

■ 商学学術院事務所
（商学部・商学研究科・会計研究科・経営管理研究科）
事務所はエスカレータホールに面して配置してあり、事務所向かい側に
は大型の掲示コーナーがあります。事務所内は入⼝から左側が商学部の
受付です（右側は大学院の事務所）。
◆利用時間：9：00 ～ 17：00（月～土曜日）

■  アトリウム
（岡田卓也記念アトリウム）

5階から 8階を吹き抜けにし、「光」をテーマ
にした大規模な空間です。照明や温度を自然
に近い状態になるよう自動調節しています。

■ 教室
5～9階には大小さまざまな教室やゼミ
室・指導室があります。各教室ともAV機器
が整備されており、プレゼンテーション用の
機能などが充実しています。

■ 商学系大学院自習室
（11号館地下 1階）

商学学術院に属する商学研究科、会計研究科および
経営管理研究科の学生のための専用自習室です。
◆利用時間：8：30 ～ 22：20（月～土曜日）

■ エントランスホール
（大和証券グループ記念エント
ランスホール）
入⼝を入ると1階・2階の 2層吹
き抜けの空間が広がっていま
す。売店が併設されており、食
べ物や飲み物などを購入する
ことができます。

平沼淑郎先生の銅像
第 2 代商学部長であった平

沼 先 生 は 1938 年 に 旧 11

号館が新築されるまで改築

促進の寄付金募集の会長

を務められました。しかし 

竣工のわずか 2 ヶ月前にお

亡くなりになられ、その功

績を称えるため銅像を設置

し、新 11 号館へと引き継

がれています。

■ 入口
「記憶」と「伝統」を意図して旧

11号館の入⼝部分を解体され
る以前と同じ場所・位置に再構
築しています。
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■ 学生読書室（頂新国際グループ記念学生読書室 / 商学部・国際教養学部学生読書室）

経営・会計・マーケティング・貿易・金融・経済といった商学に関する幅広い資料や雑誌・新聞・統計資料といった研究資料を
はじめ、就職活動を支援する資料など幅広い学生のニーズに対応し、合わせて3万冊以上の資料が収蔵されています。
◆利用時間：9：00 ～ 22：00（月～金曜日）、9：00 ～ 18：00（土曜日）
◆利用方法：貸出期間は 14日、貸出は 5冊までです。

■ ラウンジ
西門側の 2階入⼝から入ってすぐ、エスカレータ脇
にあり、学生の交流の場として活用されています。
窓際・中央・手前と室内は大きく3つのエリアに分け
られテーブル・いすのタイプが異なり、目的に応じて
使い分けることができます。
◆利用時間：8：00 ～ 22：00（月～土曜日）
◆設　　備：パソコン6台、約 200席

■ PC ルーム
計6室のコンピュータ・マルチメディア関連教室があります。
601、602、607、609教室：PC48台、プリンター 2台
608、610教室：PC58台、プリンター 3台
◆利用時間（601、602教室）：9：00 ～ 22：00（月～土曜日）
◆利用時間（607 〜 610教室）： 9：00 ～ 18：00（月～金曜日） 

9：00 ～ 16：30（土曜日）
◆ 利用時の注意：オープン利用の場合のみ利用可能です。 

授業中のPCルームは利用できません。

■ 大教室
（天野為之*記念教室（501）、田中穂積**記念教室（505））

501・505教室はかつての講堂を想起させる木を多用した
デザインの大教室です。
＊天野為之先生…東京専門学校創立に参画し「早稲田四尊」の
一人であり、1904年（明治 37年）に初代商科長に就任。明治の三

大経済学者の一人でもある。

＊＊田中穂積先生…1920年（大正 9年）に呼称が商科から現在

の商学部に変更された際の初代商学部長。第 4代総長も歴任。

■ 2 階入口（西門側）

■ 防災センター
17：00以降のAV鍵の返却先はこちらです。
また、AEDも設置しています。

■ 馬蹄形教室
（福田秋秀記念教室、エムアウト記念教室）

通常の教室とは趣向の異なった馬蹄形の教室
です。主に大学院の授業で使用します。

■ 商学研究図書室
商学学術院の教員ならびに大学院生のための図書室
です。学部生の利用には所定の手続きが必要です。

※ 館内の移動に関する注意事項
●学生は原則エスカレータまたは階段を利用してください。
● 9号館寄りのエレベータ1基は、来客・教職員専用のため、学生の一切の

利用を禁止します。
●14号館寄りのエレベータ3基については、低層階（1階または 2階）と高層

階（9階以上の階）の間を直接移動する場合に限って、利用を認めます。
●エレベータ内は飲食禁止です。
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■ 今号の表紙「大隈記念タワー（26号館）」
　新世紀を睨んだ正門前歴史的景観ゾーンとして大隈記念タワーは2006年2月に竣工されました。
　125尺の大隈講堂の時計塔が早稲田大学の125年の歴史、すなわち「第1世紀の早稲田」の象徴であったのに対し、大隈記念タワーはこ
の250尺（75.75m）であり、「第2世紀の早稲田」を象徴しいます。また、大隈記念講堂を基準とした基軸に合わせて、対峙した設計となっ
ています。
　タワーの10階にある125記念室は、大隈記念講堂の時計塔の頂点125尺（約38メートル）と同じ高さに位置しており、早稲田大学所蔵
の貴重な博物資料を紹介する企画展を開催しています。

2023年6月27日発行
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